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「な～んか疲つかれたよなぁ」


　モデルクラブの一角、応接セットのソファーにだらりと座り、制服の襟えり元もとをおもいっきり緩ゆるめながら、栗くり林ばやし洋ひろ人とは誰だれにともなくボソッと呟つぶやいた。


　くっきりとした二重の琥こ珀はくの瞳ひとみと高い鼻び梁りよう、人目を惹ひく派は手でな顔立ちに百九十近い均整の取れたスタイルの持ち主でもある洋人は、雑誌系メインでモデルをしている。


　モデルとしての名は「ヒロト」。


　幼よう稚ち園えん児じの頃ころから、叔父おじが経営するモデルクラブに所属していて、そのキャリアは既すでに十年を超こえた。


　洋人本人が、モデルの仕事をバイトといいきり、プライベートの時間を優先したがっているせいで、今まではどちらかというと仕事量を控ひかえめにしてもらっていたのだが、最近は少しばかり事情が変わってしまっている。


　久しぶりに出演したテレビＣＭの評判が良すぎたせいで、名指しの仕事が爆ばく発はつ的に増えてしまったのだ。


　モデルとしての仕事だけならばまだしも、まるでアイドル扱あつかいのインタビューや、テレビやラジオなどのバラエティー番組にまで出演依い頼らいがくる始末。


　依頼された仕事を全部受けていたら、高校にだって通えなくなるし、プライベートの時間だって取れなくなる。


　そんなの冗じよう談だんじゃないと思った洋人は、マネージャーの才さい籐とうに雑誌系の仕事のみを受けてくれるように頼たのんでいたのだが、それでもＣＭに出演する前に比べると倍近い仕事をこなさなければならない状じよう況きように陥おちいっていた。


「このままじゃ、俺、死ぬかも」


「くまひとつない顔でいわれてもね」


「うん、説得力ないよね～」


　向かい側で雑誌をめくっていた双ふた子ごが、相そう似じ形の顔を上げて洋人の独り言につっこみを入れた。


「そんなことより、これ、なぁに？」


　一見すると二人とも女にしか見えない双子の片割れ、弟の亜あ希きが、みていた雑誌を洋人の目の前に突つき出す。


「なにって、俺じゃん」


　開かれたページには、カメラ目線で笑う洋人の写真があった。


「すっごい、あったまわるそーな笑え顔がお」


「ほんと……。いかにもスタジオで撮さつ影えいしましたって感じの安っぽい写真だし。意味なくアップでスマイルだなんて、センスなさすぎ」


　姉の亜あ矢やが弟の言葉にあいづちをうつ。


「しかも見てよ、このネックレス。今時、こんな細いボールチェーンなんかつかっちゃって。もうダサッ」


「メイクもサイテー。塗ぬってますって、みえみえ」


「うわっ、ほんとーだ。ギャルじゃないんだから、これは勘かん弁べんして欲しいわよね～」


「ね～」


「しょうがねーだろ。そーいうのが、クライアントの注文なんだもんよ」


　声を揃そろえて仕事にケチをつける双子から、洋人は雑誌を奪うばい取った。


「だからって、されるがままにならないでよ。あたしらのセンスで十年も仕事やってんだから、洋人だってちょっとはわかってんでしょ？」


「……ん、まー、ちょっとだけ」


「じゃ、抵てい抗こうしなさいよ」


「そういう訳にはいかねーって。だって、これアイドル雑誌だぜ？」


　ペラペラとページをめくると、テレビでおなじみのアイドルたちのグラビア写真ばかりが目につく。


　洋人はファッション雑誌メインで仕事をしてきたから、この手の雑誌の仕事に係わったのは初めてで、撮影時には少々緊きん張ちようもしたのだが──。


「ニッコリ笑って、はいＯＫなんだもんよ。つっまんねー仕事だったぜ」


「じゃ、受けなきゃいいのに～」


「そうそう。こ～んな安っぽい仕事受けて自分の価値下げることないでしょ」


「もしくは撮影にあたし達を連れて行くとか」


「あ、それ賛成！　専属スタッフってことで連れてってくれたら、こんな変な格好させたりしないし」


　ね、才籐さんに頼んでみてよぉ、と声を揃えて双子が迫せまってくる。


　スタイリストの亜矢と、メイクアップアーティストの亜希は、洋人が所属するモデルクラブと専属契けい約やくを交かわしていて、洋人がモデルを始めた頃からずっと一いつ緒しよに仕事をしていた。


　だが、最近、洋人の仕事の幅はばが広がったせいで、双子以外のスタイリストの世話になることが多くなり、どうやら双子はそれが気に入らないらしく、なにかというと洋人の仕事にケチをつけてくる。


「……そーいうことは、才籐さんに直接いってくんねー？」


「いいじゃん、ケチ」


「よくねーの。最近、才籐さんってばせこくてさ、ひとつ頼みごとすっと、じゃその代わりにって仕事一個増やすんだもんよ」


「増えた分の仕事もめんどーみてあげるから」


「やだね。これ以上仕事増やされたら、マジで俺死んじゃうって」


「その若さで過労死なんてしないわよ」


「っていうか、その前に洋人ってば疲れてるふうに見えないわよ。お肌はだぴちぴちで血色だって良いいしさ」


「身体からだのことをいってんじゃねーの。俺がいってんのは、ここ」


　洋人は親指の先で自分の胸をトントンと叩たたいた。


「もう十日も尚なお哉やに会ってねぇんだぜ。寂さびしくって死んじまうかも」


「あ、そ」


　身を乗り出して洋人は訴うつたえたが、双子はしらけた顔でさらりと流す。


「なんだよ。もちょっと同情してくれてもいいんじゃねーの？」


「はいはい。かわいそ～ね～」


「も～同情しまくり～」


　双子は聞く耳もたないといったふうだ。


　それもその筈はず、香か久ぐ山やま尚哉は、洋人がめちゃめちゃに惚ほれている年上の恋こい人びとなのだ。


　洋人から、強制的に砂糖を吐はきそうな惚のろ気け話を耳に流し込まれている双子は、もはやうんざりしているのだ。


「……心こもってなさすぎ」


「うっさいわよ。ほとんど毎日電話してる癖くせに」


「それとこれとは別。やっぱ顔みてーし」


「じゃ、今みたいな空き時間に会いに行けばいいんじゃないの？」


　亜矢の言葉に、洋人はダメダメと首を振ふる。


「この時間帯、尚哉、仕事中だもんよ。邪じや魔まできねーだろ」


「一種の自営業だし、ちょっと抜ぬけるってことぐらいできるんじゃないの？」


「尚哉は真ま面じ目めだから、そーいうことはぜってーしねーの」


　洋人は得意げに恋人を誉ほめた。


　そもそも歯科医を開業している尚哉のところに、洋人が患かん者じやとして通うようになったのが、この二人の出会いのきっかけだった。


　治ち療りようを始めたばかりの頃、極きよく端たんな歯医者嫌ぎらいだった洋人は、なかなか口をあけることができなかった。でも尚哉は、そんな洋人をあきれたり叱しかったりせず、ずっと親身になって丁てい寧ねいに診しん察さつしてくれたのだ。


　そんな診察態度に感動した洋人は、恋人同士となった今でも歯科医としての尚哉に絶対の信しん頼らいを寄せている。


「なぁなぁ、今日の撮影、そんな遅おそくなんないんだよな？」


「レギュラーの仕事だし、あんたがヘマしなきゃすんなり終わると思うけど」


「んじゃ、楽勝じゃん」


「うっわ、自信たっぷり」


「まあね。──サクッといって、サクッと終わらせようぜ」


　今日は尚哉に会いに行けそうだと、子供のように嬉うれしそうに笑う洋人に、双子は顔を見合わせて苦く笑しようする。


「サクッといこうにも、運転手がいなきゃ身動き取れないのよね」


「どこいったのかしら。うちのワーカホリックは」


「才籐さん、事務所内にいねーの？」


「いねーのよ」


「なんか変じゃねー？」


　メイクなどにかかる時間を考えれば出発していてもおかしくない時間になっていた。


　遅ち刻こくはするなよとしつこく洋人に釘くぎを刺さす、時間に厳しい才籐にしては珍めずらしい事態だ。


「そうねぇ。……あ、ねえ──」


　亜希が、大量の書類を抱かかえて脇わきを通りかかった経理の女性を呼び止める。


　才籐の行方ゆくえを聞くと、「知らなかったんですか」と不思議そうな顔をした。


「なにを？」


「才籐さん、今、空港まで社長を迎むかえにいってるんですよ」


「社長って、どこの？」


「やだなぁ。うちのですよ」


「マジ？　叔お父じ貴き、帰ってきてんの？」


　驚おどろいた洋人が身を乗り出す。


「甥おいっ子の洋人くんも知らなかったのなら、しょうがないか」


　女が、酷ひどく重そうに書類を抱えなおし、ため息をつく。


「帰ってくるならくるで、もっと早くに連れん絡らくしてくれればいいのに、いきなりだからもう大変なんですよ」


「なにが？」


「新しい倉庫を借りるまでってことで、一時的に社長室を物置がわりに使ってたんで、その片づけが」


「あたしらも手伝おうか？」


「いいですよ。バイトの子達も手伝ってくれてるし。──これから撮影でしょ」


　立ち上がりかけた双ふた子ごを止めて、忙いそがしそうに女が去っていく。


「撮影っていっても、車がなきゃねぇ」


「タクシーでも使おっか？　なんだったら、事務所の車、俺が運転してもいいけど」


「無む免めん許きよでしょ。運転ならあたしがするわよ」


「亜希ねーちゃん、免許もってんだ」


「ほほ、大人のたしなみよ」


「たしなみがなくって悪かったわね。──ってゆーか問題はそこじゃないでしょ？」


「そうなのよねぇ」


「どーいうこと？」


「才籐さんが使ってるワゴンに、昨日のうちに撮さつ影えいで使う小物とか積み込んじゃってたのよ」


「うわっ、サイテー」


「連絡してみるわね」


　亜希が携けい帯たいを取り出したちょうどその時、事務所の扉とびらが開いた。


「おっはよう」


　弾はずむように楽しげな男の声が響ひびく。


「──お、いいタイミングじゃん」


　入ってきたのは、洋人の叔父、一かず生おだった。


　モデルクラブを作る前は、自分自身が一流のモデルだっただけあって、ゼブラ柄がらの派は手でなシャツに光こう沢たくのあるパンツという派手な服をさりげなく着こなしている。


　スタイルも立ち居振ふる舞まいも洗練されていて、人目を惹ひきつける。


　切れ長の目が印象的なその顔立ちは、洋人ほど甘くはなく、三十代後半という年ねん齢れいもあいまって渋しぶい雰ふん囲い気きだ。


「一生、お帰り～」


　数年ぶりに会った叔父に、ウキウキと洋人が駆かけ寄る。


「こら、ここでは社長と呼べ。──んっ？」


　一生は、無む邪じや気きに話しかけてきた洋人を小こ突づきかけ、手を止めた。


「洋人、お前、背伸のびたな。俺とほとんど変わらないんじゃないか？」


　背の高さを確かめるように、一生の手が洋人の頭にのびる。


「最後に会ったときは、腰こしぐらいまでしかなかったのに。……写真ではみてたが、実物をみるとまた違ちがうな。──よくここまで頑がん丈じように育ったもんだ」


　ピタピタと軽く頰ほおを叩かれて、洋人は苦笑した。


「何年ぶりだと思ってんだか。──身長、もう俺の方がでかいんじゃねぇ？」


「微び妙みような感じよね」


「う～ん、ほぼ互ご角かく？」


　双子が洋人の両りよう脇わきからひょいっと顔を出す。


「おう。ツインズも元気そうだな」


「お陰かげ様さまで～」


　いつもより半オクターブ高い声で、双子がにこやかに応じる。


「ずいぶん急な帰国じゃんか」


「ん？　ああ。前々から計画してたんだが、忙しくてな、連絡するの忘れてただけだ」


「忘れるにもほどがありますよ」


　背後から響いてきたのは、いつもより半オクターブ低い才籐の声。


「いくらなんでも、日本に向かう機内から連絡してくるってのは、あんまりじゃないですかね？　こっちにもスケジュールがあるんですよ」


「悪かったって何度も謝っただろうが。しつこいな……。──才籐、お前、年とった分だけ愚ぐ痴ちっぽくなったんじゃないか？」


「いきなり誰だれかさんの分刻みのスケジュール調整を押しつけられて、少々疲つかれてますので……。──というわけで悪いな。今日はお前達だけでいってくれないか。洋人には、明日から俺の代わりを誰かつけるようにするから」


　才籐は、いつも撮影用に使っているワゴン車のキーを亜希に預けると、立ち話してる暇ひまはないでしょうと、一生を追い立てながら出ていってしまった。


「いっちゃったよ。ろくにしゃべってもいねぇのに……」


「ま、社長は仕事が趣しゆ味みみたいなもんだから、仕方ないんじゃない？」


「寂さびしがらなくても、落ち着いたらゆっくりかまってもらえるわよ」


「なんだよ、それ。俺、別に叔父貴になんか、かまって欲しくねーけど？」


「やぁね、無理しちゃって。叔父さん大好きっ子のくせに」


「社長の姿がみえないと泣きべそかいたりもしてたじゃないの」


「……いつの話してんだよ」


　ここぞとばかりに茶化す双子に、洋人は冷ややかに応じる。


「昔話より、今だろ？　さっさとスタジオいって撮影準備しようぜ」


「あら、素す敵てき。仕事に目覚めてくれたのね」


「違ちがうって。俺はさっさと撮影終わらせて、尚哉に会いに行きてーの。──ほら、早く」


　洋人は双子を追い立てて事務所を後にした。








　新緑の季節。


　目に鮮あざやかな淡あわい緑の葉を茂しげらせる街路樹に挟はさまれた道を、才籐が紺こんのＢＭＷを走らせている。


「洋人、なかなかうまく育ったでしょう？」


　得意げに一生に話しかけた。


　才籐にとって一生は雇こ用よう主ぬしではあるのだが、元々は大学で同じサークルに所属していた先せん輩ぱい後輩という間あいだ柄がらだったから、気さくに話せる関係でもある。


「正直、あそこまで頑丈そうに育つとは思わなかったな」


「そうなんですか？」


「ああ。洋人の父親ってのが、華きや奢しやでひ弱なタイプだったからな。顔立ちは父親似でも、体質は栗林の家に似てくれたらしい。けっこうなことだ」


「頑丈なのは確かですね。──ＣＭの仕事をしてから、人気も急きゆう上じよう昇しよう中なんですよ。ドラマや映画に出演しないかってオファーも複数きてるんです。本人さえその気になってくれれば、もっと表おもて舞ぶ台たいに出せるんですが……」


「いまだにバイトだっていい張ってるんだって？」


「困ったことに。俺がなにをいっても馬耳東風で……。この機会に、先輩から厳しく諭さとしてやってくださいよ」


「……ん、まあ、そのうちな」


　微妙に煮にえ切らない返事だった。


　はぐらかされた才籐は、一生の表情を横目で探さぐったが、胸むな元もとに引っかけていたサングラスをかけられてしまっていて果たせない。


「そのうちって、いつです？」


　洋人を売り出す気満々の才籐は諦あきらめきれず、一生に追い打ちをかける。


「…………あいつの保護者にひとこと断りをいれたあとだ」


「あ……そういうことですか」


　才籐は、洋人の母親、一生にとって姉に当たる人物の顔を思い浮うかべ、すんなり話が通るだろうかと一いち抹まつの不安を覚えた。








　準備が整いスタジオ入りした洋人が、あたりを見回してホッとしたように息を吐はく。


「やっぱ、落ち着くよなぁ」


「なにが？」


　声をかけてきたのは同じモデルクラブに所属する洋人の同級生にして親友の武たけ志しだ。


　洋人と違って仕事熱心な武志は、今日は高校を休んで朝から別件のモデルの仕事にいそしんでいて、先にスタジオ入りしていたのだ。


「ん～？　最近、知らねースタッフとか同業者とかに囲まれる仕事が多かったからさ」


「お前、人見知りするっけ？」


「しねーけど、でも、やっぱ初対面の人相手だと微妙に緊きん張ちようすんだよね。双ふた子ごのねーちゃんたちと高たか木ぎさんと武志とさ、いつものメンバーと一いつ緒しよだと気楽でいいや」


「贅ぜい沢たくいってんじゃねーよ。──さ、行こうぜ」


　うながすというより、どつく勢いで武志に背中を押されて、洋人は軽くむせた。


　撮さつ影えいは順調に進み、予想よりも早い時間に終しゆう了りようした。


「おつかれ、みんなでメシでも食わねーか？」


　カメラマンの高木に誘さそわれ、双子と武志がうなずく。


　洋人も、尚哉の仕事が終わる時間までまだ間があるから、時間つぶしもかねてつき合うことにした。


　メシを食いにいくとはいったものの、食事より酒好きな成人組のせいで、居酒屋風の無む国こく籍せき料理の店の丸テーブルに落ち着いた。


　成人組は最初から紹しよう興こう酒しゆなんかを頼たのんでグイグイいっていたが、洋人と武志はビールで口をしめらす程度にして、食事に専念する。


「やっぱ、慣れたスタッフとの仕事はいーよな」


　味み噌そ風味の生春巻きをぱくつきながら、洋人は上じよう機き嫌げんだった。


「高木さんに撮とってもらうと余よ裕ゆうでサクッと終わるしさ。楽だよな。──専属になってもらいてーぐらいだよ」


　人物を撮らせれば若手ナンバーワンだと人気の高い高木だけに、絶対に実現するはずがないのだが、駄だ目めもと承知でお願いしたい気分だった。


　今日だって、初対面のカメラマンとの仕事だったら、きっとまだスタジオでカメラのフラッシュをたかれていたはずだ。


　初めて一緒に仕事をするカメラマンが相手だと、お互たがいのペースをつかむまでにどうしても時間がかかってしまう。


　世間話を交えながら、真夜中までカメラの前でポーズをつけさせられ、その挙げ句、撮影の最初の頃ころに撮った写真を使われたりするのだから、たまったもんじゃない。


　あそこで撮影を切り上げてくれてたら、尚哉に会いに行けたのになどと思うことがけっこうあって、洋人としてはけっこう不満がたまっていた。


「バカか、お前は。──向上心ってのがねーのかよ」


　高木が洋人の言葉にあきれた顔をした。


「そりゃ俺は天才だし、お前のことをよく知ってるから、短い時間でベストショットをつかめるさ。今んとこ、お前を撮らせたら俺がトップだ。──でもな、この先はどうなるかわかんねーんだぜ」


「へ？」


「俺とは違ちがう角度から、お前のいい顔を引き出すカメラマンが現れる可能性だってあるってことさ。五年前の俺がまだまだ無名だったみてーに、今はまだ無名でも腕うでだけはトップクラスのカメラマンと出会うかもしんねーだろ。自分から可能性をつぶすようなことを考えてんじゃねーっての」


「……そーいうもんかな」


　モデルとしての可能性云々うんぬんを説かれても、モデルをバイト感覚で続けている洋人には微び妙みようにしっくりこない。


　洋人は現状で充じゆう分ぶん満足しているし、正直いって今より仕事が増えるのはありがたくないとさえ思っている。


　それなのに、ＣＭの仕事が成功して以来、周囲の人達の思おも惑わくは洋人の意志とは逆方向に動き始めていた。


　目をかけてもらえるのは純じゆん粋すいに嬉うれしいのだが、現状維い持じを望む洋人としては曖あい昧まいに流すことしかできないのがけっこう気まずい。


「あら、高木さんったら、おっとなの発言じゃない」


「あたし達だったら、喜んで専属になっちゃうのに」


　ね～、と声を揃そろえてうなずきあう双子に、高木は思いっきり顔をしかめ、紹興酒の入ったグラスをグイッと傾かたむけた。


「向上心、皆かい無むだろ、お前ら」


「ひど～い、そんなことないわよ」


「向上心があったら、駆かけ出しの頃からモデルクラブと専属契けい約やくなんか結ばねーだろーが」


「へ、そーなん？」


「違う違う。フリーのカメラマンと一緒に考えてもらっちゃ困るわよ。ね？」


「うん。洋人も武志も、このおっさんのいうこと鵜う呑のみにしないでよね。スタイリストって、大たい抵ていがあたしらみたいに企き業ぎようと契けい約やく結んでるものなの」


「普ふ通つうは、それなりに名の通ったスタイリストの助手をやって、苦しくてつら～い下積み期間を経験してから、なんとか独り立ちするようになるもんなんだけど」


「あたし達は、ラッキーなことに社長に見いだされて、ほとんど下積み経験なしで直接契約できたのよね」


「ね～」


「亜矢さんと亜希さん、センス良いいから」


「あら、ま。武志ってば上手」


「嬉しいこといってくれちゃって。──でも、駆け出しの頃はそうでもなかったのよ」


「よく社長にやめちまえって怒ど鳴なられてたし、まわりからも色物扱あつかいされてたしねぇ……。片割れが女装なんかしてる異色の双子ちゃんじゃなかったら、きっと社長の目にもとまらなかっただろうし」


　ちょっと皮肉気な表情で亜希が微笑ほほえむ。


「聞き捨てならんな。自分とこの社長を侮ぶ辱じよくする気か？」


　高木が、ギロリと双子をねめつける。


「高木さん、怖こわ～い。そんなこといってないじゃない」


「いってんだろうが。──あの人は、物もの珍めずらしさだけで十年も契約したりしねーぞ」


　高木は、まだ駆け出しの頃に一生に目をかけてもらって随ずい分ぶんと面めん倒どうをみてもらっていた。そのせいもあって、いまだに一生を恩人と仰あおいでいるのだ。


「わかってるけど。──でも、最初の一年は確かに気まぐれだったのよね」


「うん。直接いわれたもんね。めずらしーから一年だけ雇やとってやるって」


「うわっ、叔お父じ貴き、ひでー」


「酷ひどくないわよ。──そんなんでも、あたしらにとってはチャンスだったもの」


「そんなもん？」


「そんなもんよ。洋人にはピンとこないかもしれないけど、この業界ってね、チャンスをつかむことすらできずに下積みで消えてく人が山といるのよ。──だから、このチャンスを逃のがすもんかって、最初の五年ぐらいはそりゃもう大変だったんだから」


「死にものぐるいで働いたってこと？」


「そうね」


「寝ねる間を惜おしんで勉強もしたしね」


　武志の言葉に、双子が同時にうなずく。


「あたしらにもプライドがあるから。──チャンスをつかんだことで、陰かげで随ずい分ぶん嫌いやがらせもされたけどさ」


「一年の契約が二年になって、三年になって、十年になって……。色物で雇われたのが、今じゃうちのモデルクラブのトップ。──あたしたちって凄すごい努力家よね」


「うん、向上心あるわよね？」


　両側から顔を覗のぞき込むようにして、「ね、ね、ね～？」と双ふた子ごに迫せまられた高木は、


「ああ、あるよ、ある。悪かったなっ」


　と、辟へき易えきしたように何度もうなずいた。


「分かればいいのよ。──ま、飲んで飲んで」


「おう、お前らも飲め」


　成人組は、小さなグラスに紹興酒を注つぎあって、ジュースかなにかのようにくいくいと飲んでいる。


「そういえば、高木さん、社長が帰ってきてるの知ってる？」


「お、初耳だ。いつ？」


「今日。忙いそがしいらしくて挨あい拶さつ程度しかしてないけど元気そうだったわよ」


「そっか。久しぶりだし挨拶してーなー。詳くわしいスケジュール分かるか？」


「才籐さんが面めん倒どう見みるみたいだから、聞いてみたら？──でも、そんな無理しなくていいんじゃない。どうせ向こうで社長と顔あわせてるんでしょ」


「お前らよか会う機会は多いけどな、それでも一年ぶりぐらいだぞ。あの人、思い立ったら即そく行動起こすから、なかなかつかまらねーんだよ」


「あ、それわかる～」


　そういえば昔さぁと、成人組は一生をだしに昔話を始めた。


　モデルとしての心得を説教された挙げ句、いつも一いつ緒しよにいてくれた双子の苦労話なんかも聞かされた洋人は、微妙にきまずい気分になっていて、話に加わる気になれずに適当にあいづちをうちながら食事に専念する。


（全然知らなかったよなぁ）


　双子がモデルクラブと契約したのは、幼よう稚ち園えん児じだった洋人が、モデルの仕事をし始める半年ぐらい前だったと聞いたことがある。


　当時は子供だったから気づかなくて当然だったとは思うが、いつも笑え顔がおであれこれと世話を焼いてくれていた姉貴分達が、嫌いやがらせを受けていたり、笑顔の裏で一いつ生しよう懸けん命めいに努力していた時代があったことを想像もできずにいた今の自分が少々情けない。


　双子だけじゃなく、今や若手ナンバーワンといわれる高木にだって、食うや食わずの生活をしていた時期があったことを本人の口から何度も聞かされていた。


　だから、誰だれもが初めからトップレベルの実力と評価を得ているわけじゃなく、努力して今の地位を築いたのだと分かっているつもりだった。


　だが、結局のところ、それらの話は洋人の耳には成功した者の武勇伝としか響ひびいていなかったのかもしれない。


（俺って、バカかも）


　知っていたのに、本当の意味では分かっていなかった。


　そんな自分を自覚してなんとも複雑な心境だ。


　気まずい気分もあって最初はおとなしく昔話にあいづちをうっていたが、成人組の酔よいが回りはじめるにしたがって、洋人の知らない固有名詞や内輪受けの話題に偏かたよりはじめて、すっかり飽あきてしまった。


　食うものも食ったし、そろそろ抜ぬけ出して尚哉のところにいこうかなと思い始めた頃ころ、同じように昔話に飽きていたらしい武志が、


「社長、いつまでこっちにいるって？」


　と、小さな声で聞いてきた。


「しらねー。つーか、帰ってくることすら知らなかったんだぜ？　俺に聞いたって無む駄だだ。才籐さんに聞けって」


「……社長の日本の住所って、お前ん家ちじゃなかったっけ？」


「そーだけど。でもさ、向こうで仕事しはじめてから、家に直接連れん絡らくきたことないぜ。ガキの頃の誕生日プレゼントなんかも、才籐さんルートだったし」


「……今さらだけど、お前の家族って奇き妙みような感じだよな」


「お袋ふくろも叔父貴も仕事メインで生きてっかんな。しょうがねーって」


　口では、そういいながらも、実際、奇妙な家族だと思う。


　父親は洋人が生まれる前に他界し、母親は洋人を家政婦に預け、美容師としての自分を育てることを選んだ。


　母の代わりのように面倒を見てくれていた叔父も、仕事が軌き道どうにのりはじめるとそちらを優先するようになった。


　そんな状じよう況きようで他人の手に委ゆだねられて育ったせいなのか、洋人には家族に対する執しゆう着ちやくや理想は一いつ切さいなかった。


　祖父母が生きていれば少しは違ちがったのかもしれないが、洋人が物心ついたころにはすでに他界していた。


　手を伸のばせば届くところに家族がいてくれたなら、少しは期待したかもしれない。


　だが、彼らは遠いところにいた。


　期待はしない。


　なにも望まない。


　それが家族に対する洋人の基本スタイルだった。


「俺、そろそろ抜けるわ。あとよろしく」


　武志に小声で告げ、こそっと立ち上がりかけた洋人の腕うでを、亜希がいきなりガシッとつかむ。


「どこいくの？　まさか、帰るなんていわないわよね」


「……ん。そのつもりだけど」


「や、つき合いわる～い」


　どうやら双子は完全に酔っぱらっているようだった。


　もうちょっとだけつき合いなさいよと絡からまれて、洋人は困り果てる。


「ハニーのトコにいく気でしょ？」


「ったりまえじゃん。マジ久しぶりなんだもんよ」


「あたしらと飲みに来るのだって随分と久しぶりなんだけど？」


「そうよぉ。前は、ずっと一緒に夕ご飯食べてた仲なのに、ハニーができた途と端たんにポイだもんね。つめた～い」


「つき合いわる～い」


「いや、だって、それはさ……」


　双子からジト目で睨にらまれた洋人は、救いを求めて高木をみたが、高木は我関せずとあさってのほうをむいている。


　武志はというと、俯うつむいてて表情はみえないが、笑いをかみ殺しているらしく肩かたが小刻みに震ふるえていた。


　こうなったら仕方ない。


「わりっ、お願いだからいかせて！」


　最後の手段とばかりに、洋人はテーブルに両手をついて頭を下げた。


「あら、まあ」


「そこまでされちゃあ仕方ないわね……」


「ねーちゃんたち、さんきゅ」


　お許しが出たと、喜び勇んで洋人は立ち上がった。が、


「いってもいいけど。その前に、これ」


　亜希が洋人の手に小さなグラスを押しつけた。


「先に抜けるペナルティー。とりあえず空にしてってね」


　すかさず亜矢がグラスになみなみと紹しよう興こう酒しゆを注ぐ。


「……わかったよ」


　この程度で解放されるんならお安い御ご用ようと、グイッとグラスを空ける。


「じゃ、そゆことで」


　これで帰れる。


　喜び勇んで、トンと勢いよくグラスをテーブルに置いた洋人の手に、すかさず亜希の手が重なった。


「まだよ。まだまだ」


「なんでだよぉ」


　払はらいのけようとしたが、一見すると女にしかみえない性別不ふ詳しようの亜希は、華きや奢しやな外見に反して力が強くて思った通りにいかない。


「これを空にしてからっていったでしょ」


　ニッコリと笑った亜矢が掲かかげるボトルの中身は、開けたてらしく三分の二以上残っている。


「うえ～」


　これじゃあ当分帰れそうにない。


「諦あきらめてつき合いな」


　笑いを含ふくんだ高木の声に、洋人はがっくり肩を落とした。








　結局あの後、洋人はなんだかんだで解放してもらえず閉店時間まで強制的につき合わされてしまった。


　終電もとっくに終わった時間帯、タクシーで亜矢達をアパートに送り届けた洋人は、未練がましく尚哉のマンションの前でタクシーを降りた。


（いくらなんでも、尚哉だって寝ねちゃったよなぁ）


　酔っぱらい達が離はなしてくれなかったから、電話すらかけられなかった。


　昨夜の電話で、今日は会いに行けるかもと尚哉にいってしまっていたから、尚哉に待ちぼうけをさせてしまったことになる。


（怒おこっちゃいねーとは思うけど……）


　結局こなかったなと、がっかりしながら尚哉が眠ねむりについたんじゃないかと思うと罪悪感で胸が痛む。


　しょんぼりされるぐらいならプンスカ怒ってくれた方が洋人としては気が楽なのだが、あいにく尚哉は外に向けて怒るより、内側にこもってしまう性格だったりなんかする。


（そーっと、そーっとな）


　鍵かぎ穴あなに差し込んだ鍵かぎを、極力音をたてないようにゆっくりとまわす。


　明日も仕事だし、起こすのはかわいそうだから、恋こい人びとの寝顔をひとめ拝見させていただいてから帰ろうと洋人は思っていた。


　待ちぼうけさせてしまった件に関しては、明日の朝にでも電話を入れて謝ればいい。


　玄げん関かんのドアをそうっと開けると、予想通り室内は暗くなっていた。


（おっじゃまっしま～す）


　壁かべづたいにこそこそとリビングに侵しん入にゆうして、さらに奥の寝しん室しつの前に立つと、ドアノブをゆっくりまわす。


「ん？」


　開けたドアの隙すき間まから、微かすかな光が零こぼれてきて洋人のつま先を照らした。


　思い切ってドアを大きく開いたら、ガタンと大きな音がした。


「──ビ…ックリした」


　間接照明だけをつけた薄うす暗ぐらい部屋の中、パソコンデスクの前にパジャマ姿の尚哉が中ちゆう腰ごし状態で立っていた。


「声かけてよ。驚おどろいて飛び上がっちゃった」


　ストンと椅い子すに座り直した尚哉が、恥はずかしそうに笑う。


「ごめ…。起きてると思わなかったからさ」


　洋人はドアを閉め、尚哉が座る椅子の後ろに立った。


「仕事中だったん？　もしかして、今忙いそがしい？」


　画面には、作成途と中ちゆうらしいグラフが表示されている。


「違うよ。眠れなかったから、ちょっといじってただけ」


　パソコンの電源を落とした尚哉は、椅子ごと洋人に向き直った。


「あれ、洋人くん、お酒飲んでる？」


「あ、まぁ、ちょっとだけ」


「ちょっとだけって臭においじゃないけど……。飲んでたんだ？」


「あー、……うん、そう。夕飯だけつき合うつもりだったんだけどさ、ねーちゃんたちが離してくんなくてさ」


「双ふた子ごの？」


「ん。あと高木さんと武志と一いつ緒しよだったんだけどさ」


「そう。楽しかった？」


「へ？　まぁ、そこそこ」


「ふ～ん、良かったね」


　尚哉の声の調子はいつものように穏おだやかなのに、顔が笑ってない。


「……もしかして、怒ってる？」


　予想が外れたかも。


　かがみ込んだ洋人が尚哉の表情を窺うかがうと、尚哉は困ったように眉まゆをひそめた。


「──怒っちゃいないけど……。洋人くん、携けい帯たいチェックした？」


「へ、してねーけど」


　慌あわててチェックすると、尚哉からのメールが一通入っていた。


　文面は短く、『連れん絡らくください』。


「うわ、気づかなかった。──あ、でもさ、何度も帰ろうとしたんだぜ。電話かけようにも酔よっぱらい達が貼はりついてて、できなかった……し……」


（これって、なんだかなぁ……）


　あまりにも言い訳がましい自分のセリフに、自分で嫌いや気けがさしてきて、続きがいえなくなってしまう。


「勘かん違ちがいしないで欲しいんだけど、怒ってるんじゃないんだからね。ただ、遅おそくなるとか来れなくなったとか、メールででもいいから連絡入れて欲しかっただけ……」


「あ、うん。そーだよな。いつ来るかわかんねーのに待ってんのって、しんどいもんな」


「違ちがうってば！」


　尚哉が不意に声を荒あらげた。


「そうじゃなくて──」


　大きな声を出したことを恥じるように、微かに赤くなってうつむく。


「──連絡ないままだと心配しちゃうから」


「へ？」


「なんかあったんじゃないかとか、事故に巻き込まれたんじゃないかとか……。──自分でも、考えすぎだって分かってるんだけど……」


「そっか。……そーいうもんか……」


　以前からよく学校とかで、遅くなるなら連絡しろって親がうるさくてさぁと同級生達が話しているのを小耳に挟はさんだりしていた。


　だが、家に帰っても誰だれもいない洋人にとって、そういうのは他人ひと事ごとだったから、連絡を入れるという行こう為いが身についていなかったのだ。


「心配させてごめんな。これから、ぜってー連絡入れるからさ」


　うつむいたままの尚哉の顔が見たくて、しゃがみ込んで覗のぞき込む。


「うん」


　黒い瞳ひとみと視線が合うと、尚哉ははにかんだように微笑ほほえんだ。


「俺のこと心配で眠れなかったんだ？」


「……大だい丈じよう夫ぶだって思ってたんだけどね。でも、ちょっとだけ……」


「ごめんな」


「うん」


　甘くほころんだ尚哉の唇くちびるを指先でなぞってから頰ほおに触ふれ、引き寄せる。


「……あ」


「どうかした？」


　唇が触れ合う寸前に動きを止めた洋人に、尚哉は不思議そうな顔をする。


「俺、酒さけ臭くさいからさ。イヤじゃねー？」


「──洋人くん、それって新あら手ての意地悪？」


　あきれたように苦く笑しようした尚哉は、答えの代わりに洋人の唇に唇を押しつけた。








　久しぶりだったから、なるべく尚哉の身体からだに負担がかからないよう時間をかけてひとつになった。


「……ふっ……ん」


　深く繫つながった状態で、ゆっくり腰こしを使う。


「尚哉、ヘーキ？」


　耳元で囁ささやくと、閉じられていた尚哉の瞳が開いた。


　焦しよう点てんのあわない潤うるんだ瞳が揺ゆらぎ、洋人の視線と絡むと優やさしげに細められる。


「へいき。もっと……きて」


　首に華きや奢しやな腕うでが絡み、尚哉の身体が、もっと深くに洋人を受け入れようとしてくれているのがわかる。


（甘やかされてんなぁ）


　唇に触れただけで我が慢まんして帰ろうと、最初は思っていたのだ。


　部屋に入る前までは尚哉の寝顔だけみて帰ろうと思っていたのだから、それだけでも充じゆう分ぶんにラッキーだった筈はずだから。


　が、いったん唇に触れ、腕にしっくりくるその身体を抱だきしめてしまうと、それだけでは収まらなくなった。


　それでも、未練がましく跳はねる鼓こ動どうをむりやり押さえつけて帰ろうとしたのだが、結局、洋人の身体の変化に気づいた尚哉に腕を取られ軽く引っ張られただけでコロリと参ってしまった。


（早くおわらしてやったほうがいーよな）


　正直いっておもいっきり抱きたいと思う。


　会えなかった分を埋うめるぐらいに、強く抱きしめて、より深く尚哉に自分を刻みつけたい欲求は確かにあるのだ。


　でも、それがどれだけ尚哉の身体に負担をかけるか、洋人は経験上知っている。


　授業中居い眠ねむりできる自分とは違って、歯科医である尚哉には休む時間だってないんだから。


『セックスにも色々効用があるもんなの』


　昔、尚哉と出会う前に、遊び感覚で寝ねていた同業者の年上の女性にそんな講こう釈しやくをされたことがある。


　その彼女が一番に求めたのは睡すい眠みん薬やくがわりのセックス。つまりは安心感だった。


　不ふ眠みん症しよう気味だけど睡眠薬を飲むのが嫌きらい。だから眠ねむれるように協力しなさいねと要求され、随ずい分ぶんと勉強させてもらった。


（んな話したら、尚哉すねんだろうな）


　そう思いつつ、彼女とのつき合いで覚えたテクを使わせてもらうことにする。


　肌はだをより密着させて、あやすように触れる。


　激しく動いて強ごう引いんに快感を揺さぶり起こすようなことはしないで、徐じよ々じよに感じ始めるのを待つ。


「ちょっ……。っ……ひろとくん」


「ん？」


「ど……かした？」


「なにが？」


「いつもと……ちがうから」


　尚哉が困こん惑わくしたような表情で見上げてくる。


「こーいうの嫌い？」


　その額にかかった、絹糸のように黒くて細い髪かみをかき上げてやって、額に唇を押しつける。


「やじゃ……ないけど……っう」


　ゆっくりと唇の位置を移動して耳元をくすぐる。


　軽く息を吹ふきかけると、尚哉の身体がピクンと震ふるえる。


「……っ」


　同時に、繫がった部分を締しめつけられて、たまらずに洋人は息を飲んだ。


　自分の快感は二の次。


　欲求は抑おさえて、相手を興奮させずに快楽だけを引き出すようにするのがポイントだったのだが……。


（くそっ、駄だ目めじゃんか）


　汗あせばんでしっとりとした肌の感かん触しよくと、切なげに寄せられた眉まゆ根ねの色っぽさ。


　熱く締め上げてくるその感触に目がくらむ。


　相手が悪い、というか良すぎた。


　昔のお相手は、お互たがいに恋れん愛あい感情を持たない遊びの関係だったから欲求を抑えるなんて造作もなかったが、尚哉が相手では我慢なんてできる筈もなくて……。


「ごめん、尚哉」


「え？……あっ……っ」


　恋こい人びとの魅み力りよくにあっさり降参した洋人は、尚哉の足を抱かかえ上げると激しく突つき上げた。


「ん！　あっ……あっ…ひろ……とくん……っ」


　洋人の急激な変化についてこれなかった尚哉は、自分を縫ぬい止めるようにギュッとシーツをつかみ、やがて洋人を求めるように腕を差し伸のべてくる。


「……っ……あっ…くっ！」


　洋人はその腕をつかむと、繫がったまま強引に尚哉を引き起こした。


「この方が、安心する？」


　その腕を自分の肩かたにかけさせると、尚哉がきゅっとしがみついてくる。


「うん。……あっ……っ」


　首にしがみつかせたまま、腰をつかんで激しく下から突き上げる。


「あ……あ……っいいっ。ひろと……くん……ふっ……」


　揺さぶり上げるたびに、耳元をくすぐる甘い声。


　尚哉は、昔つき合っていた男に強ごう姦かんまがいのセックスを強要されていた過去を持つ。


　そのせいで、少し前まで、特定の体位に怯おびえたり、夢中になると洋人の存在を確かめるかのように痛いぐらいにしがみついてきて、肩や背中にみみず脹ばれの跡あとを残すのがしょっちゅうだった。


　でも、洋人の支えもあって、昔の男との過去のしがらみを綺き麗れいに清算した今では、その癖くせもほとんど消えた。


　モデルだけあって裸はだかを他人にみられる機会が多い洋人としては、みみず脹れと縁えんが切れたことを喜ぶべきなのかもしれないが、恋人の立場としては、まるで救いを求めるみたいに必死になってしがみつかれるのが嬉うれしかったりもしたので少々物足りない。


（少しじらそっかな……）


「……つっ……、ッ……」


　しがみついてくる身体を再びシーツに戻もどし、身体を離はなそうとすると、いきかけていた尚哉は、たまらずに腕を伸ばして洋人にしがみついてきた。


「や……や、ひろと……くん…っ……」


　やめちゃいやだと言葉よりも雄ゆう弁べんに指先が語る。


（これこれ、こうでなきゃ）


　肩に感じる痛みが甘い。


　もっと近くにきてと、全身で訴うつたえてくる恋人が、誰だれよりもなによりも愛いとしい。


　すっかり初心を忘れた洋人は、夢中になって恋人の甘い身体を貪むさぼり続けた。





（やっちまった……）


　カーテンの隙すき間まから、うっすらと朝の光が射さし込んでくる。


　洋人の隣となりには、ぐっすりと眠っている尚哉。


　自分との行こう為いが尚哉の負担にならないよう、ほどほどに抑えてぐっすり眠らせてあげようと思っていた筈なのに、逆に気を失うまでおつき合いさせてしまった。


（今日、大だい丈じよう夫ぶかな）


　洋人は心配そうに尚哉の寝顔を覗のぞき込んだ。


　少しだけ目め尻じりが赤いのは、行為の名残なごりなんだろう。


　微かすかにひらいた唇くちびるは、まるでキスを求めているようにみえる。


（きれいだよなぁ）


　モデル業界で生きてきただけあって、洋人は綺麗な顔には免めん疫えきがある。


　みとれられることはあっても、みとれることなどなかった。


　そう、尚哉に会うまでは……。


　それは尚哉の笑え顔がおをみて、初めて知った感情だった。


　無意識のうちに手を伸ばして、その肌に触ふれたくなるのも尚哉が初めてで……。


（やべ……）


　微かにほころんだ尚哉の唇に伸びかけた指を、洋人は自制心でもって引き戻した。


　今は絶対に起こしちゃいけない。


　目覚ましがなるまでは辛しん抱ぼうしないと。


　洋人は、まるで「待て」を言い渡わたされた犬のように、ジッとしたまま尚哉の寝顔に見とれ続けた。





★







「こんちは」


　洋人は終しゆう了りよう間際の尚哉の診しん療りよう所じよに顔を出した。


「あら、洋人くん。久しぶりじゃない」


　受付のカウンターに座っている事務兼けん助手の山やま下したがにこやかに応じる。


　尚哉の幼なじみでもある彼女は、洋人と尚哉の関係を知っていて、ありがたいことに二人の関係を当たり前のことのように受け止めてくれている。


「ども、まだ診しん察さつ中？」


「そ。でも、もうじき終わるわよ。椅い子すこっちに持ってきて、座って待ってて」


　洋人は、お言葉に甘えて、待合室に置いてある一人掛がけ用の椅子をカウンターの前まで引きずってきて、そこに陣じん取どった。


「いま治ち療りよう中の患かん者じやさん、洋人くんのお仲間よ」


「へ？　モデル？」


「そうじゃなくて、歯医者嫌ぎらいだってこと」


「あ、そっちか」


　へへへと、気まずそうに洋人は苦く笑しようする。


　初めてこの診療所を訪れたときの洋人は、極度の歯医者嫌いだったから随分とみっともない姿をさらしてしまっていたのだ。


「子供？」


「ＯＬさんよ。──歯が砕くだけちゃってて凄すごい痛いのに、二週間も市し販はんの鎮ちん痛つう剤ざい飲んで我が慢まんしてたんだって。さすがに胃をやられて鎮痛剤も飲めなくなって自首してきたってわけ」


「うわっ悲ひ惨さん」


「でしょ」


　かつての歯の痛みを思い出して洋人が身み震ぶるいすると、つられたように山下も震ふるえた。


「あれ、山下のおねーさん、髪かみのばしてんの？」


　以前は顎あごのラインで切りそろえられていた髪が、身体からだの動きにあわせてゆらゆらと肩かた先さきに届きそうな勢いで揺ゆれている。


「さすが洋人くん。気づいてくれたんだ、嬉しっ。──尚哉なんてさ、毎日会ってるのにまったく気づいてくれないんだから」


「毎日会ってるから気づかないんじゃねーの」


「そうかなぁ？　尚哉、ぼんやりだし。──あ、そうだ。実はね、折り入って洋人くんに、お願いがあったんだけど」


「ん？」


「あのね、六月の最後の日曜日。暇ひま？」


「ん～、たぶん暇じゃねーな。でもさ、日曜日は半日は休めるように頼たのんでるから事情によっては調整できるかも。──その日、なにがあんの？」


「あたしの結けつ婚こん式」


「へ？　マジ」


「マジマジ。大マジよ。チャペルで結婚式なんだから」


「そっか、へー。おめでとー」


「ありがとー。で、どう？」


「どうって、もしかして俺を結婚式に呼んでくれるわけ？」


「うん。披ひ露ろう宴えんも込みで、洋人くんを呼びたいの。駄だ目め？」


「駄目じゃねーって。嬉うれしーよ」


「良かった。──でねでね、もう一つお願いがあるんだけど。──あっ…と、ちょっと失礼」


　チンと微かな鐘かねの音が聞こえてきて、山下は診察室へ向かった。


　しばらくして戻ってきた時には、ハンカチで口元を押さえて涙なみだぐむ若い女性の肩を抱だいて慰なぐさめるようにしている。


（うへっ、ありゃ痛そ）


　ハンカチの隙間から腫はれてふっくらとした頰ほおが見えて、かつての痛みを思い出した洋人はまたしても身震いする。


「お疲つかれさま」


　同病相あい憐あわれむ状態で、洋人が涙ぐむ女性に声をかけると、洋人の存在に気づいていなかった女性が驚おどろいたように顔を上げる。


「あ……。──どうも……」


　一いつ瞬しゆんポカンと虚きよをつかれた表情をした女性は、次の瞬しゆん間かんには我に返って少し赤くなりながらハンカチ越ごしに微笑ほほえんだ。


「治療、終わった？」


「え、まだ……。神経を取るのに、時間がかかるからって」


「そっか、大変だ。──ここの先生、腕うでいいし真ま面じ目めないい人だから、ちゃんと最後まで面めん倒どうみてもらうといーぜ」


「うん。……そうする」


「──会計、よろしいですか？」


「あ、はい」


　山下相手に会計を済ませた女性は、痛みが治まらなかったら遠えん慮りよなく電話するようにと念を押す尚哉に、深くうなずきかえしていた。


「洋人くん、でかした！」


　女性が帰っていった後で、山下がポンポンと洋人の肩かたを叩たたく。


「なにが？」


「さっきの患者さんに声かけてくれたことだよ。正直、助かった」


　不思議そうな洋人に尚哉が答えた。


「洋人くんが声かけてくれなかったら、あの人、泣きべそかいたまま暗い気持ちで帰っていって、もう通院してくれなくなっちゃってたかもしれないから」


「あの患者さん、洋人くんの顔にみとれて、歯の痛いのどっかいっちゃったみたい」


　ぷぷっと山下が笑う。


「たまにいるのよね。虫歯の痛みと、歯医者の治療の痛みをごちゃ混ぜにしちゃう人って……。歯医者にいくと歯が痛くなるからいかないって思っちゃうみたいでさ。本ほん末まつ転てん倒とうもいいとこ」


「さっきの患者さんは、その典型的なタイプかも。中ちゆう途と半はん端ぱな治療跡あとがいっぱいあったから……。今までも、とりあえず痛みだけ取ったら歯医者はお終しまいって、自分で勝手に判断しちゃってたんじゃないかな。──ホントありがとう」


　尚哉が本当に嬉しそうに微笑む。


「ん、役にたててよかった」


　それが嬉しくて、洋人はニッと笑う。


「──あ、そだ。山下のおねーさん、さっきのもう一つのお願いって？」


「簡単なことよ。完かん璧ぺきにめかし込んできて、披露宴であたしの友人一同にモデルスマイルを炸さく裂れつさせてくれればいいの」


「なに、それ？」


「みんなに眼めの保養をさせてやろうかと思って。──ついでにあたしがモデルのヒロトと知り合いなんだって、みせびらかせるし」


「ついでって、どっちがついでな訳？──洋人くん、嫌いやだったらはっきり断ってもいいんだからね」


　尚哉が不ふ機き嫌げんそうな声をだした。


「なによ、尚哉のケチ。洋人くんを独り占じめしなくてもいいでしょ」


「そういう問題じゃなくてさ──」


「ちょいタンマ」


　洋人は自分のことで言い合っているらしい二人を慌あわてて止めた。


「別に、俺、ヘーキだけど？」


「ほらね。洋人くんならＯＫしてくれるって思ってたんだ」


「ホントにいいの？　見せ物扱あつかいされるみたいで嫌じゃない？」


「イヤじゃねーよ。ヘーキヘーキ」


（なんか随ずい分ぶん前にも、こーいうこといわれたよな）


『洋人を見せ物にするつもりはない』


　かつて、そういって怒おこったのは洋人の母親だった。


　幼よう稚ち園えん児じの頃ころに出演したＣＭのせいで爆ばく発はつ的に人気が出て、結構な騒さわぎになったころのことだ。


　洋人本人は、まわりの大人にちやほやされて可愛かわいがられるのが嬉しかったのだが、母親の目には、まだ物心もつかない我が子がまるで珍めずらしい愛あい玩がん動物のような扱いを受けているようにみえたらしい。


　もうモデルなんて辞やめさせると怒ど髪はつ天てんをつく勢いで怒るのを、一生と才籐が二人して土下座して宥なだめたのだった。


　自分のことで母親が感情をあらわにしたのは、洋人が記き憶おくする限り、それが最初で最後だ。


　母親に完全に無視されてるんじゃなかったんだと、幼いながらもそんな風に嬉しくなったのを今でも覚えている。


「え、ちょっと……っ！」


　なんとなく嬉しくなった洋人はかがみ込むと、心配そうに見上げてくる尚哉の頰に唇くちびるを落とした。


「なっ……」


　ビックリした尚哉は、身を引いて洋人の唇から逃にげる。


　たかが頰にキスをしただけなのに、洋人がなんでそんなにと思うほど尚哉は真っ赤になっていた。


　その視線が、自分の斜ななめ後方に向けられているのに気づいて洋人が振ふり向くと、ニンマリと微笑む山下と目があった。


「み～ちゃった。お邪じや魔まそうな雰ふん囲い気きだから、あたし、もう帰るわね。──後片づけよろしく～」


「ちょ、ちょっと、美み香か！」


　慌てて止めようとする尚哉を振り切って、山下はロッカーがある奥の部屋へと消えていく。


「……今の、まずかった？」


　あたふたしている尚哉に、洋人はおそるおそる聞いてみる。


「まずいよ、凄すごく」


「ほっぺたのキスぐらいいーじゃん。山下のおねーさん、俺たちのこと知ってるんだしさ」


　頰のキスなら、モデル仲間のおねーさんたちと挨あい拶さつ程度の感覚でやっていたから、山下がいても平気だと思ったのだがどうやら違ちがったらしい。


「知ってるから、余計にまずいんだって……。このネタで、当分、美香にからかわれちゃうよ」


「あ、そういうこと……。ごめん。これから気をつけるし」


「うん。──さてっと、後片づけに少しかかるから、洋人くん、先に部屋に上がっててくれる？」


　気を取り直した尚哉が、診しん察さつ室に向かいかけるのを、「ちょい待って」と洋人が止める。


「あのさ、今日、このまま家に帰らなきゃなんなくなっちまったんだ」


　本当なら、今日は尚哉のマンションに泊とまる予定だったのだ。


　久しぶりにゆっくり尚哉と話ができると、かなり楽しみにしていたのだが。


「今日、泊まれないの？」


「ん、ごめん。──実はさ、今、叔お父じ貴きが帰国しててさ」


「叔父さんって、モデルクラブの社長やってる？」


「ん。帰国してるつっても、バタバタ忙いそがしいみたいだし時差ボケなんかもあって、ほとんど顔合わせてなくてさ、そのせいか、いきなり大事な話があるから今日だけはぜってー帰ってこいって、事務所経由で命令が入っちまってて……」


「そっか、じゃあ、しょうがないね」


（……マジこっちきて正解）


　少し悲しそうな尚哉の微笑みに、洋人はくらっと軽い目眩めまいを覚えた。


　マンションでこんな表情をみせられたりなんかしたら、一生との約束なんかきっとどこかに吹ふき飛んでいったに違いない。


「この埋うめ合わせ、ぜってーすっからさ」


　触ふれるだけの軽いキスをひとつ残して、洋人は帰っていった。








「ざんねん……」


　最近ゆっくり話す機会が少ないから、今日の約束をかなり楽しみにしていた尚哉は、ひとりになってから軽く唇を尖とがらせた。


「ほんと、残念」


　応じる声は山下のもの。


　驚おどろいて声のする方をみると、ロッカールームのドアからカメラ片手に山下がふてくされながら出てきた。


「………美香、そこでなにしてんの？」


「盗とう撮さつ。……しようと思ったんだけど、角度が悪くて取れなかったの。もちょっと向こうむいててくれるとばっちりだったのに」


「なんで？　どーしてそういうことを考えつくわけ？」


　信じられない、と尚哉は頭を抱かかえた。


「え、だって、いい記念になるかなって思って」


「思わなくていいからっ！　だいたいさ、友達のキスシーンなんかみて楽しい？」


「相手によるよね。──ヒロトのキスシーンだったら、お金を払はらってでもみたいって子が全国に山やま程ほどいるわよ」


　ちなみにこのデジカメはヒロトがＣＭしてるやつよと、モデルのヒロトのファンでもある山下が嬉うれしそうに威い張ばる。


「……次やったら、本気で怒るから」


「尚哉なんか怖こわくないもんね」


「あ、そ。じゃ減給処分を覚かく悟ごしといて」


「ひどっ、横暴！」


「なんとでも。──まだ着き替がえてもいないんなら、後片づけと掃そう除じ、手伝いなよ」


「わかったわよ」


　むうっとふてくされながらも、山下は白旗をあげた。








　玄げん関かんのドアを開けた途と端たん、洋人は邸てい内ないの明るさに違い和わ感かんを覚える。


　門灯はタイマーで勝手に点灯するものの、邸内の灯あかりは手動で、洋人が普ふ段だん帰ってくるときは真っ暗なのが普ふ通つうだったから。


（一生、もう帰ってんだ）


　邸内に入ると、どこからか聞き覚えのある古いシャンソンが聞こえてくる。


（どこで寝ね泊とまりしてるんだか）


　一応、三階に一生の私室があるのだが、今朝覗のぞいた時には使われた形けい跡せきがなかった。


　一時帰国だし、人ひと気けのないこの家で生活するよりも、事務所に近いホテルで寝起きした方が便利だしサービスも行き届いているから、もしかしたらそうしているのかもしれない。


　自分と話をするためだけに、この家に帰ってきたのだとしたら少々気の毒かも。


　洋人は、そんなことを考えながら、荷物を置くために三階にある自分の部屋を目指して階段を昇のぼった。


「洋人、帰ったか？」


　二階の踊おどり場を通り抜ぬけようとしたとき、不意に声をかけられた。


　みると、三階までの吹き抜けのスペースを挟はさんだ向かい側にある、客用寝しん室しつのドアが大きく開け放たれている。


　中を覗くと、一生がこいこいと手招きしていた。


「なんで客用寝室なんかつかってんだよ？」


「三階まで昇るのがめんどくさいから」


「じじい」


「うるさいよ。──飲むか？」


　一生が持っていたグラスを揺ゆらす。氷が触れ合う透すき通った音が響ひびいた。


　テーブルの上にはバーボンのボトルが一本。


　うなずいて、ミニバーからグラスと氷を用意して、一生の向かい側に座ると、


「酒が飲める年になっちまったんだな」


　と感かん慨がい深げに呟つぶやきながら、一生がバーボンを注ぎ入れてくれた。


「んにゃ、まだ未成年だって」


「あげ足をとるな。──微び妙みように生意気になったんじゃないか？　ちょっと前までは、俺の服の裾すそギュッと握にぎったりなんかしてさ、いうことよく聞くそりゃあ素す直なおでかわいい子だったのに」


「……幼よう稚ち園えん児じと高校生を同じレベルで考えるなってーの。──あり？　なぁ、それってもしかして」


　一生の脇わきに、見覚えのあるファイルが積み上げてあった。


「誰だれのファイル？」


　事務所で、モデル別に今までやっためぼしい仕事を年代別にファイルして資料として使っているのだ。


「お前のだ」


「俺の？」


「そ、ここ三年分をみせてもらった。──けっこういい仕事してるじゃないか」


　一冊取り上げて、パラパラとページをめくる。


「身長が伸のびて顔立ちが男らしくなってからは、仕事の幅はばも広がったみたいだし、才籐が入れ込むのも納なつ得とくだな」


「……才籐さんになんか吹き込まれたんだ？」


「ああ、まあな」


　なにかというと、もっと真ま面じ目めに仕事をしろと説教をたれていた才籐だが、ＣＭ人気が出始めた頃ころからはその頻ひん度どと迫はく力りよくが五割り増しになっていた。


　一生が帰って以来、才籐は一生のスケジュール管理に追われていて洋人にまで手が回らない状態で、正直いって洋人としてはホッとしていたのだが、社長である一生に直じき訴そしていたとはやり口が少々せこいような気がする。


「なにいわれても、今以上に仕事増やす気ねーかんな。テレビの仕事もＣＭ以外はやんねーし、映画もやらねー」


　説教される前に、思い切って先手を打って意思表示をする。


（ぜってーゆずらねーかんな）


　これ以上仕事を増やされて、プライベートの時間を減らすのは真っ平ごめん。


　絶対負けねーと気合いを入れて、バーボンをグイッと呷あおる。


「ま、当然の反応だな」


　予想に反して、一生の反応は穏おだやかだった。


「どうも才籐は、お前をマルチタレントに仕立て上げたいらしいからな。実際、今現在きてるオファーを順調にこなしていけば、そっち方向に進むのは目に見えてる。──洋人、お前、お茶の間アイドルになりたいか？」


「ぜってーイヤ」


「だよな。俺としても、お前をお茶の間アイドルにはしたくないしな……」


　きっと才籐と同じことをいってくるだろうと思っていたのに、意外にも一生は自分の味方らしい。


「じゃ、一生から才籐さんを説得してくれよ。最近、特にうるさくって困ってんだ」


　洋人は勢い込んでそういった。


「あー、それはちょっと難しいな」


「なんでだよ。社長だろうが」


「あいつ、しつこいからな。俺がいったくらいじゃ考え変えないだろ。──説得するよりいい手がある」


「なに？」


「事後承しよう諾だく。直接、向こうにいっちまうんだ」


「………むこう？」


「そうだ。洋人、お前英語できるか？」


「簡単なヒアリング程度しかできねーよ」


「それじゃあ心こころ許もとないな。こっちにいるうちに、マンツーマンで少し勉強した方がいい。俺の方で手配しとくから」


（……こっちって）


「あの……さぁ、向こうにこっちって？」


「海を挟んで、向こうにこっちに決まってるだろ。ニューヨークだ」


「マジでぇ？」


「冗じよう談だんでこんなこというわけないだろうが」


　驚おどろく洋人に、なにを今さらといった風に一生が眉まゆをひそめる。


「今までこれだけモデルとしてのキャリアを積んだんだ。モデルとしての可能性をもっと追求するためにも世界に出な」


「いや、でもさ……」


「なんだ？　ああ、姉貴が気になるか？　大だい丈じよう夫ぶ、心配するな。俺も気になったから、先に話を通しておいた」


「……お袋ふくろ、なんて？」


「俺と一いつ緒しよなら問題ないだろうから好きにしていいとさ。──俺の日本での仕事のかたがついたら一緒にいこう。身長も充じゆう分ぶんに伸びたし、高校卒業するまで待つ必要もないよな。どうしても学校に通いたいってんなら向こうで通わせてやる。仕事は、まぁ、とりあえず差し迫せまった分だけ片づけて、あとは調整だな。向こうにいってから一時帰国するって手もあるし、心配しなくてもなんとかなるさ」


「……心配なんかしてねーよ」


　それどころか、それ以前の問題だ。


　洋人は不ふ機き嫌げんな声を出した。


　本人が一言もいくとはいってないのに、勝手に話を進めてしまおうとする一生の態度に腹が立つ。


（好きにしていいだぁ？）


　母親もそうだ。


　洋人の意志を確かく認にんしないまま、一生の手に全権を委ゆだねるようなことをいうなんて。


（ふざけんなって、俺は犬いぬ猫ねこじゃねー）


　たしかに普ふ通つうの親子関係じゃなかった。


　それでも、洋人が幼稚園児だった頃にモデルを辞やめさせると怒おこった一件とか、つい先日テレビＣＭの依い頼らいを受けるかどうか悩なやんだとき、才籐経由ではあったものの、最近はいい仕事もしているようだから洋人の意志に任せると、そんな言葉をもらったりもした。


　そのことで、彼女なりに自分のことを気にかけてくれているんだろうと思っていたのに……。


（結局、俺ってその程度なんだな）


　母親が、彼女自身の手で自分を育てようとしなかったことを恨うらんだことはない。


　なにも望まなかったし、期待もしていなかったから。


　それなのに、今いま頃ごろになって自分が望んでもいない道を押しつけようとするのは、あまりにもフェアじゃない。


「俺、いかねーかんな。日本を離はなれる気はこれっぽっちもねーし」


「おいおい、なにを怒ってるんだ？」


　洋人がすねているとでも思ったのか、しょうがないなと一生が苦く笑しようする。


「んなバカな話に怒らずにいられるわけねーだろうが……。とにかく、俺、尚哉の側そばから離れんのは、ぜってー嫌いやだ」


　洋人はグラスの中身を一気に呷ると、カンッと、テーブルに叩たたきつけるようにして置いた。


「今の話、聞かなかったことにしとくから」


「おい、洋人、ちょっとまて」


　呼び止めようとする一生をシカトして、洋人は自分の部屋に逃にげ込んだ。


（くそっ。ムカつく）


　尚哉の許もとにいきたい衝しよう動どうに駆かられたが、理性でグッと抑おさえ込む。


　動どう揺ようしたままの今の状態で会いに行ったりしたら、鈍にぶい尚哉だってさすがになにかあったのだと気づくだろう。


　いくら洋人本人に海外にいく気はなくても、知ってしまえば、きっと尚哉は不安がるに決まってる。


（そんなの、かわいそうだもんな）


　尚哉を不安がらせたり、悲しませたりしたくない。


　明日になれば、きっと気分も変わるはずだと、洋人は早々にベッドに潜もぐり込んだ。








　一方、洋人に逃げられた一生は、「尚哉って、誰だれだ？」と、懸けん命めいに記き憶おくを探さぐっていた。


　だが、いくら考えても答えは出ない。


　諦あきらめた一生は、才籐に電話を入れた。


「尚哉…さん……ですか？　知ってますけど……」


　受話器の向こうの才籐が、酷ひどく気まずそうな口調で答える。


「洋人がな、そいつの側から離れたくないってだだこねて、海外デビューを嫌がってるんだ。仕事関係のスタッフなら、そいつも一緒に連れてくってのもありだしな。──お前なら知ってるんだろう？」


「……知ってますけど、尚哉……香久山さんとおっしゃるんですが、彼は仕事関係の知り合いじゃありませんよ。プライベートでつき合いがあって……。え～っと、洋人の歯科のほうの主治医だったりもするんですが……」


「まさか、治ち療りよう中の歯があるから日本から離れたくないとか……。そんな愉ゆ快かいな話じゃないだろうな？」


「いえ、治療はとっくの昔に終わってるんですが……」


「じれったいな。無む駄だに話を長引かせずに、さっさと白状しろ！」


「……はぁ、すみません。実はですね──」


　一生の剣けん幕まくに観念した才籐は真実を暴ばく露ろした。


「──じゃあ、なんだ？　つまり洋人は恋こい人びとと離れたくないから、海外にはいかないっていってるわけか？」


「ええ、まぁ、そういうことになりますね」


「……あきれたな」


　このご時世だ。男の恋人がいると聞かされたぐらいで驚いたりはしないし、反対する気だってない。


　むしろ、恋をすることで、洋人の表情に深みと艶つやが加わるのならば歓かん迎げいしてやってもいいぐらいなのだが。


「ついでに仕事量を増やしたくないってだだこねてるのも、そいつがいるからなんだな？」


「ええ、まぁ、そうなりますか……。あ、でも、香久山さんが洋人に仕事を減らせとか、そういったことをいってるわけじゃないですからね」


　そこのところ勘かん違ちがいしないでくださいね、と念を押され一生はムッとする。


「身内の不出来を他人のせいになんかしないぞ」


「そうですか」


「最近の仕事っぷりをみた限りではモデルの仕事に本気で取り組んでいる印象を受けたんだがな……。逆だったとは、なんとも情けない」


「そう思うんなら、恋れん愛あいよりモデルの仕事を優先しろって、洋人にガツンと厳しくいってみちゃくれませんか？」


　ため息混じりの一生に、才籐が頼たのみ込んだが、「いや、でもな」と微び妙みように煮にえ切らない返事が返ってくる。


「姉貴の手前、そういうわけにもいかないしな」


「あ、やっぱり一かず穂ほさんが怖こわいんだ」


　一穂とは、洋人の母親のことだ。


　モデルクラブを設立する際に、昔から頭が上がらなかった姉から資金援えん助じよを受けた一生は、現在では条件反射で姉の存在を尊重するようになってしまっていた。


「うるせぇよ」


　いい年をして姉に頭が上がらないのは、さすがに恥はずかしく、自然と声が硬かたくなる。


「姉貴からは、洋人のプライベートには絶対に口を挟はさむなって念を押されたんだよ」


「じゃ、あのままでほっとくんですか？」


「いや。それは勿もつ体たいないな。──あんだけいい仕事をやってんだから、モデルの仕事の楽しさだって知ってるはずだ。それを自覚させれば、気も変わるだろ。こっちにいる間に地道に説得するさ」


「あてにしてますよ」


　才籐の声に、一生は「まかせとけ」と自信たっぷりに答えていた。








　結局、一晩眠ねむっても機嫌が直らなかった洋人は、不機嫌なままで学校に向かった。


　いつものように校門前でお菓か子しを渡わたそうと待ちかまえているファンの女の子たちには、なんとか条件反射で笑え顔がおを返すことができたが、構内に一歩入ると頰ほおの筋肉がストライキを起こしたかの如ごとく笑みが消える。


「おはよ」


　教室にたどり着き、朝の挨あい拶さつをぼそぼそと口にしながら、やはり条件反射でクラスメイト達に女の子たちからもらったお菓子をお裾すそ分わけしながら自分の席に向かう。


「どうした？　腹でも痛いのか？」


「……別に」


　いつもとは一八〇度違う洋人の態度に、クラスメイト達が戸と惑まどっていた。


　それが分かっていても、どうしても笑う気になれない。


「──尚哉さんと喧けん嘩かでも？」


　ムスッとしたままで椅い子すに座ると、隣となりの席に座っている武志が小声で聞いてきた。


「するわけねーだろ」


「じゃ、どうしたんだ？　お前がそういう顔してると、教室の雰ふん囲い気きが悪くなる」


　自覚しろと囁ささやかれ、周囲を見回したら、こちらの様子をうかがっていたらしい数名のクラスメイト達と視線があう。


　なんとなく気まずくなって、洋人は顔を伏ふせた。


「苦情は叔お父じ貴きにいえ」


「喧嘩相手は社長か……。原因は？」


「……一いつ緒しよにニューヨークにこいってさ」


「まさか、それが喧嘩の原因なのか？」


　武志があきれたといわんばかりの仕草で肩かたをすくめる。


「ん。叔父貴ときたら、俺の意見も聞かねーで勝手に話し進めようとすんだもんよ。ひでーと思うだろ？」


　同意してくれるものと思って愚ぐ痴ちったのだが、洋人の予想に反して、武志はゆっくりと首を横に振ふった。


「酷いとは思わないな」


「なんでだよ」


「ニューヨークの支部からデビューさせてやるって話なんだろ？　俺だったら手放しで喜ぶね。うちのモデルクラブに所属してる奴やつは、殆ほとんどが俺と同じ意見だと思うぞ」


「ん～、そっかなぁ？」


「そうだ」


　疑わしげな洋人に、武志は強い口調で断言した。


「誰もがニューヨークデビューできるわけじゃないんだぞ……。向こうの支部の所属モデルは殆どが現地採用なんだってことはお前だって知ってるよな？　東洋人が向こうのビジネスに食い込むのは難しい。だから、余よ程ほどのことがないかぎり国内のモデルがニューヨークに引っ張られることはない。──こんなチャンスを逃のがす手はないだろうが」


「そんでも、俺は嬉うれしくねーもんよ」


「……お前はそうなのかもな。モデルを始めたきっかけがきっかけだし、そのままズルズルと惰だ性せいでモデル続けてるようなとこあるもんな。無理もないか」


　ため息混じりにいわれて、少々むかついた。


「自分だって似たようなもんじゃんかよ」


　武志がモデルになったきっかけだって、自分と大差ないと洋人は思っている。


　家が近所で一緒に遊んでいたところを、洋人を迎むかえにきた才籐がみかけてスカウトしたのが始まりだったのだ。


　自ら進んでオーディションを受けたりしないままモデルになった点では、洋人となんら変わらない。


「きっかけはそうでも今は違う。俺は惰性でモデルをやってる訳じゃないぞ。将来のことも視野に入れて、それなりに考えてるしな」


「将来って、マジで？」


「当たり前だ。俺たち、もう高校三年だぞ。進学だってあるし、真しん剣けんに考えないと……。一応、親にもちゃんと話してあるしな」


「なんて？」


「将来的にモデル業界で生きていきたいってさ。──一応、学歴も欲しいから進学はするけど、無理のないレベルを選んで、高校三年の今年もモデルの仕事を続けるって、そういってある」


「……タケちゃんってば、大人」


「ちゃかすな、馬ば鹿か」


　担任が教室にやってきて朝のホームルームが始まる。


「お前もいい加減真剣に考えろよ」


　そう囁いて、武志は前を向いてしまった。


（……俺ってば、いつまでたってもガキ臭くさいよな）


　尚哉に安心感を与あたえられるように、もっと大人になりたいといつも思っているのに現実はなかなか上手うまくいかない。


　将来のことをキチンと考えている武志と、惰性でバイトだといいながらモデルを続けている自分。


　あまりにも違いすぎる。


（やっぱ甘ちゃんなんかな）


　少し前に聞いた双ふた子ごの苦労話も胸に引っかかったままだ。


　他の人間には、できの悪い二世タレントみたいに、叔父の威い光こうで苦労せずに仕事を手に入れられる立場に甘えているようにみえているんじゃなかろうか？


　仕事じゃない、バイトだからといいはって、仕事量が増えるのを拒こばみ続けている自分。


　そんなことができるのは、心のどこかに、わがままをいっても大だい丈じよう夫ぶだという甘えがあるからなんじゃないのか？


（やっぱ、このままじゃまずいよな）


　ニューヨークにはいきたくないし、ずっと尚哉の側そばにいたい。


　そんな風にいい張るだけでは、あまりにも幼すぎる。


　もっと具体的に、周囲の人達を納なつ得とくさせられるだけの明確なビジョンを手に入れなくては、今までとなにも変わらない。


　思い返してみると、いつだって洋人が途と方ほうに暮れたとき、ごく自然に誰だれかが手を差し伸のべてくれて、助言なり、道を指し示すなりしてくれた。


　そんな状態に甘えていたから、自分がまだまだ子供なんだって気づきもしなかった。


　尚哉に出会って、尚哉を守りたいと思うようになって、初めて洋人は自分が子供なんだと自覚できたのだ。


（でも、なにをどう考えたらいいんだか……）


　情けないが、それさえ分からない。


　正直いって、洋人は困り果てていた。





★







「やめてよ、それ」


　たまたま患かん者じやが途と切ぎれた時間帯、診しん察さつ室の椅子に座りぼんやりと窓の外を眺ながめていた尚哉は、不意にかけられた声に我に返った。


「え、なに？」


　振り返ると、両手にコーヒーカップをもった山下が立っている。


「辛しん気きくさいため息つかないでっていってるの。──はい、飲むでしょ？」


「うん、ありがとう。──ぼく、ため息なんかついてた？」


「あきれた、自覚してなかったの」


　山下は丸椅子を引っ張ってきて、尚哉の前に座る。


「今度はなに？」


「なにって……」


「どうせ、また洋人くんがらみなんでしょ？　うじうじ悩なやんでないで、きりきり白状しなさいよ」


「……黙もく秘ひ権けん発動中」


「あら、生意気」


「まあね。美香がなんてコメントするか、だいたい予想がつくからいいたくない」


「あたしに、なんていわれると思ってるの？」


「…………優ゆう柔じゆう不ふ断だんで日和ひより見み主義」


「なによ、それぇ」


　ケラケラと愉ゆ快かいそうに山下が笑う。


（笑いごとじゃないんだけどなぁ）


　本人にとってはそれなりに深刻な問題なのに……。


　尚哉は笑う幼なじみを、軽く睨にらんだ。








　ことの起こりは、約二週間前。


　仕事を終えてマンションへ帰った尚哉は、テーブルの上に一枚の紙片を見つけた。


『冷蔵庫の中にプリン。今日中に戻もどる』


　極きよく端たんに右上がりのくせ字は洋人のものだ。


　冷蔵庫を覗のぞくと、朝には無かった耐たい熱ねつ性のガラス容器が入っている。


　たぶん、洋人が学校が終わってから仕事までの空き時間に来て作っていってくれたのだろう。


　シンク脇わきの水切りかごには、洗われた調理器具が置きっぱなしになっていた。


（洋人くん、今日は泊とまれるのかな）


　本当なら昨日泊まっていくはずだったのだが、久しぶりに帰国した叔父おじの命令で家に帰らなきゃならなくなったからとキャンセルになっていた。


　もしかしたら、その埋うめ合わせのつもりなのかもしれない。


（無理しなくてもいいのに……）


　そう思う反面、忙いそがしい時間をやりくりして、なんとか自分に会おうとしてくれる洋人の気持ちは純じゆん粋すいに嬉うれしい。


　……と、その日は確かにそう思ったのだ。


　が、それはその日だけで終わらなかった。


　その日以来、洋人はずっと尚哉の部屋に泊まり続けるようになってしまっていた。


　仕事が長引いて終しゆう了りようが深夜過ぎになったときなどは、尚哉を起こさないようにと気を遣つかったのか、リビングのソファーで眠ねむっていたこともある。


　しかも、以前の洋人は、尚哉が仕事をしている時間帯にはバイト先の仲間達と適当に遊んで時間をつぶしていたのに、その気配がない。


　空き時間があるとマンションに帰ってきては、趣しゆ味みのお菓か子しづくりにいそしんでいるようなのだ。


（……なんか変）


　最初は純粋に喜んでいた尚哉だったが、そんな状態が一週間も続く頃ころには、さすがにそう思うようになっていた。


　二週間経たった現在では、絶対に変だと思っている。


　何度か、どうかしたのかと聞こうとしたのだが、そのたびに洋人が無理に話題をねじ曲げてしまうので聞き出せない。


　泊まり込むようになる前日の状じよう況きようから考えて、帰国している叔父さんとの間になにかあったのは間ま違ちがいない。


　そこら辺をそれとなくつついて、しつこく食い下がれば洋人も口を割るかもしれないが、話題を変えようとする洋人の態度があまりにもあからさまで気まずそうだから、なんだか無理に聞き出すのがかわいそうになってしまう。


　尚哉としては、一いつ緒しよに暮らしてるも同然の今の状況が正直いって嬉しいもんだから、無理に聞き出すことで今の生活が終わってしまうのも悲しい。


　そんなこんなで、どうしても聞き出すことができないままに日々が過ぎていく。


（ほんとはちゃんと聞いたほうがいいんだけど……）


　そんな風に、優柔不断で日和見主義な尚哉は悩んでいるのだった。








「尚哉、電話」


　午前の診しん療りようが終わると同時に、診療所に一本の電話が入った。


　受話器を取った山下が、洋人のマネージャーの才籐からの電話だと教えてくれる。


　経験上、才籐からの電話にあまりいい印象を持たない尚哉は、深呼吸してから通話ボタンを押した。


「お電話変わりました。香久山ですが」


「いつもお世話になっております。才籐です。──あの、実はですね。香久山さんに折り入って、ひとつお願いしたいことがありまして……」


　またか……と尚哉は身構える。


　才籐は、いま診療所の近くにあるコーヒーショップにいることを告げると、少々話があるので出てきてはくれないかと頼たのんでくる。


（いかないわけには……いかないか）


　あまり気乗りはしないが、才籐の話が最近の洋人の妙みような行動に関係しているに違いないだけに、逃にげるわけにはいかない。


　尚哉は、昼休みの間だけならと条件をつけて、才籐の頼みにうなずいた。








　朝晩はまだ涼すずしいものの、日中は上着を着なくても平気な気候になっていた。


　診察着のままで出かけるわけにもいかず、尚哉はラフな私服に手早く着き替がえ、外に出る。


　尚哉にとっては昼休みだが、世間一いつ般ぱんの会社では既すでに営業が始まっている時間帯だったから、コーヒーショップは比ひ較かく的空すいていた。


　才籐とは電話では何回か話したが、直接会うのはこれが二度目。


　ドア付近で、薄うすれかけた記き憶おくを頼たよりに尚哉が店内を見み渡わたしていると、


「こちらです」


　と、一番奥のテーブルで、見覚えのある銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの男が手をあげていた。


「お久しぶりです」


　才籐に促うながされるまま席に座る。


「貴重な昼休みにお呼び立てして申し訳ない」


「いいえ。……あの……」


　スーツ姿の才籐の隣となりには、派手なシャツを着た見覚えのない男が座っていて、いかにも機き嫌げんが悪そうにふんぞり返って腕うで組ぐみをしている。


　切れ長の目が印象的なその男は、派は手でなシャツに負けないぐらいに整った容よう貌ぼうをしていて、尚哉を睨みつけるようにしてみつめてくる。


（なんで……こんなに怒おこってるんだろう？）


　どうしてそんな風に睨まれるのか見当もつかない。


　生来、人見知りで臆おく病びような尚哉は、その鋭するどい視線がただただ怖こわかった。


「……こちらの方は？」


「えっと、実はですね。こちらは、我が社の社長でして──」


「洋人の叔父の栗林一生だ」


　才籐の言葉を遮さえぎるようにして、一生が身を乗り出す。


「えっ……」


　まさに、絶句だった。


　目の前にいる一生はどちらかというときつい顔立ちで、甘い顔立ちの洋人とはまったく似ていない。そのせいで、全然気づいていなかったのだ。


（才籐さん、酷ひどい）


　せめて事前に一言いってもらえれば心の準備もできたのに、いきなりでは挨あい拶さつの言葉すら浮うかんでこない。


　ここまで不機嫌そうに睨んでいるのだから、一生が自分の存在を歓かん迎げいしていないってことは簡単に予想がついた。


（どうしよう……）


　もしかしたら、洋人は自分と別れるようにと、この叔父にいわれたのかもしれない。


　だから、叔父の待つ自宅に帰ろうとせず、自分の許もとに居続けたのかも……。


　そんな悪い想像が脳のう裏りをよぎり、尚哉はひとりパニクっていた。


　あらかじめ注文していたらしく、三人分のアイスコーヒーをウエイトレスがテーブルに置いていく。


「香久山さん、そんな緊きん張ちようしないでください。大だい丈じよう夫ぶですから」


　ウエイトレスが去ると、才籐が困ったように微笑ほほえんで尚哉を宥なだめた。


「……はぁ」


　大丈夫といわれても、不機嫌そうな一生を目の前にしているだけに信用できない。


　尚哉は、一刻も早くこの居い心地ごこちの悪い場から逃げ出したかった。


「……あの、それで、用件はなんですか？」


「えっと、実はですね──」


「洋人のことだ」


　一生の鋭い視線が怖いから才籐に話をふったのだが、尚哉の思おも惑わくに反して、またしても一生が主導権を握にぎってしまう。


「君のところにいるんだろう？」


「……はい」


「やっぱりそうか。情けない……。──身内の不出来具合を棚たなに上げるつもりはないが、君にも少々問題があるんじゃないか？」


「え、あの……。すみません、話がみえないんですが……」


「洋人からなにも聞いてないのか？」


「はい。……様子が変だとは思ってたんですが」


「ふん。──自分が情けない真似まねをしてるって自覚が少しはあるようだな」


「どういう……ことなんですか？」


　洋人がいおうとしないことを、他の人から聞き出すのは少しばかり気が咎とがめる。


　だが、この状況で耳を閉とざすこともできない。


　せめて雰ふん囲い気きに呑のまれないよう、しっかり聞かないと……。


（怖がってる場合じゃない）


　尚哉は、意を決して一生に向き合った。


「──説明してもらえませんか」


「ああ。君にも関係のある話だしな。──単純な話さ。俺の今回の日本での仕事が終わったら、洋人をニューヨークの支部に一緒に連れていく予定になっているんだが、その話を洋人にしたら、すっかりへそを曲げられて逃げ回られてるんだ」


「……それで、うちに……」


「俺の日本での用事が終わるまで、避ひ難なんしてるつもりなんだろうな。──説得したかったんだが、ここ二週間ほど家には帰ってこないし、事務所にもよりつかない。ったく──」


　身内として本当に情けない、と一生が繰くり返す。


「それで、あの、申し訳ないんですが、一度ちゃんと話し合いをするようにと洋人を説得してもらえませんか？」


「才籐さんの説得にも応じないんですか？」


「説得しようにも、会う機会がないものですから……」


「洋人くん、モデルの仕事からも逃げてるんですか」


　尚哉は驚おどろいた。


　バイトだと言い張り、仕事量を減らしたいと愚ぐ痴ちをこぼしていても、洋人はモデルの仕事自体を楽しんでいるようにみえたから。


「いえ、そうじゃないんです。洋人、仕事だけはさぼらずにきっちりこなしていますよ」


　才籐が慌あわてて首を振ふる。


「社長が帰国して以来、わたしは社長の秘書代わりをやってまして、洋人のマネージャーは他の者にまかせてるんです。だから、会う機会がないだけです。──携けい帯たいに連れん絡らくを入れても、私だと分かった途と端たんに切られてしまうし、代理のマネージャーをやっている者に伝言を頼んでも、のれんに腕うで押おしで……」


「そうだったんですか」


「それで、どうでしょう。洋人を説得していただけますか？」


「……話し合いに応じるように……ですよね？」


「はい」


「──そういうことなら説得してみます」


（やっぱり、なんか変だな……）


　事情はわかったが、それでも尚哉は釈しやく然ぜんとしない。


　ニューヨークにいくのが嫌いやならば、嫌だとはっきりいえばいいのだ。


　それができずに逃にげ回っているだけだなんて、酷く洋人らしくないような気がした。


　尚哉が知る洋人は、いつだって素す直なおでまっすぐだった。


　出会ったばかりの頃ころ、愛されることに慣れていなかった臆病な尚哉が逃げようとしたときも、洋人は傷つくことを覚かく悟ごで正面から向き合って、逃げなくてもいいんだと教えてくれたのに……。


（もしかしたら、他にもなにか事情があるのかも……）


　尚哉がそんなことを考えていると、


「あんたはそれでいいのか？」


　と、いきなり一生が声をかけてきた。


「なにがです？」


「洋人がニューヨークにいってもいいと思ってるのかって聞いてるんだ」


　才籐との話がついた後なのに、一生の視線は全然和やわらいでいなかった。


　むしろ、最初よりきつくなったぐらいだ。


「うちのバカな甥おいっ子は、あんたと離はなれるのが嫌だから日本から離れないっていってる。モデルとしてランクアップする絶好のチャンスを自分から捨てようとしているんだ」


「……ぼくは……」


　お前の存在が洋人の足を引っ張っているんだと、そうはっきりいわれたようなものだ。


　一生の言葉は、尚哉にはかなり痛かった。


「……ぼくの意志より、洋人くんの意志を優先したい。──一いつ緒しよにいたいけど、洋人くんの邪じや魔まになるようなことだけはしたくない……ですから」


　自分自身の本心をいえば側そばにいて欲しい気持ちが一番強い。


　でも、これは洋人の問題なのだ。


　だから、自分のわがままで洋人の選せん択たく範はん囲いを狭せばめるような真似だけはしちゃいけない。


　我が慢まんしなきゃと、尚哉は軽く唇くちびるを嚙かんで、そう自分にいいきかせていた。


「ふん。そうか」


　不意に一生の表情が緩ゆるむ。


（口元は似てるんだな）


　微かすかに唇の端はしを上げニッと微笑むその表情が、少しだけ洋人に似ている。


「あのバカひとりがのぼせ上がってるわけじゃなさそうだな。──君が話がわかる人でよかったよ」


　よろしくお願いしますと、再度才籐に念を押され、尚哉はうなずいて席を立った。


　安やす請うけ合いをしたつもりはないが、気が重い頼たのまれ事には違ちがいない。


　山下にからかわれるネタを与あたえるだけだからなるべく控ひかえようと思っていたのに、尚哉はどうしてもため息を抑おさえることができなかった。





★







　その日、洋人は授業が終わると同時に、尚哉のマンションに向かっていた。


　本来の予定では直接スタジオ入りして、バージョンアップしたデジカメのパンフレット用の写真撮さつ影えいを行う筈はずだったのだが、衣い装しようの準備が間に合わなかったとかで翌日に延期になったのだ。


（今日はなにをつくろっかな）


　連日のお菓か子しづくりでさすがにネタも尽つきた。


　洋人と違って特別に甘党というわけじゃない尚哉は、いい加減甘いお菓子に辟へき易えきし始めてるんじゃないだろうか？


　どうせだったらまともな料理にでも挑ちよう戦せんしようかと思い立ち、洋人はふらりと書店に立ち寄った。


　たしか、冷蔵庫の中には連日のお菓子づくりの名残なごりで卵が残っていた。


（卵でできる料理っつーと……）


　初めて尚哉と一緒に食事をしたときに食べたメニューが、親おや子こ丼どんぶりだったのをふと思い出した洋人は、書しよ棚だなに並ぶ料理の本から丼物をメインにしたレシピ本を見つけだして抜ぬき出した。


　ふと、その手前にある平ひら台だいに並んでいる雑誌類が気になって視線を向ける。


（これと、これと、これと……）


　自分が掲けい載さいされている雑誌を数え上げる。


　以前はファッション雑誌メインで仕事をしていたのに、最近は各年代の女性誌やアイドル雑誌にテレビ雑誌などなど、幅はば広ひろいジャンルの雑誌の仕事をこなすようになっていた。


　様々なジャンルの雑誌に顔を出している自分は、世間の人達にはどんな風にうつっているんだろう。


（いくらなんでも、バイトでモデルやってるとは思わねーよな）


　たぶん売り出し中の若手タレントだと思っている可能性が一番高いような気がする。


　モデルクラブの仲間や撮影スタッフになら、自分はバイトなのだと直接いうことができるが、雑誌の向こう側にいる不特定多数の読者や視し聴ちよう者にはそれもできない。


（なんだかなぁ……）


　自分が考えてもみなかった形で有名になりつつあるこの現状も、中ちゆう途と半はん端ぱな考えでずるずるとモデルをやってきたつけなんだろう。


（俺はなにをしたいんだろーな）


　望んでいないチャンスを押しつけられたあの日から、洋人は答えのみえない悩なやみに振り回され続けていた。








「ま、食ってみて」


　尚哉の帰宅時間を見計らっていたのだろう。


　帰ってすぐに、洋人が湯気の立つ丼を持ってキッチンから現れた。


「親子丼？」


「そ」


（あんまりお腹なかすいてないんだけどなぁ）


　昼休みの一件のせいで、胃の調子があまり良くない。


　でも、洋人の期待に満ちた目をみると、食べたくないというのも申し訳ないような気がして、おそるおそる箸はしをつけてみる。


「どうよ？」


「……おいしい」


　卵はふんわりしているし、しっかりと出汁だしが利きいた味付けだ。


「洋人くん、お菓子だけじゃなくて、こういうのも得意なんだ」


　元々食が細く食べることに対する欲求が少ないせいか、尚哉の味覚はあまり発達してるほうじゃない。


　それでも、これだったら誰だれでも文句なしに美味おいしい筈だと尚哉が確信するほど、洋人がつくってくれた料理は美味しかった。


「まあな。っていいたいとこだけど、実は初挑戦。──最初は料理の本に書いてあるとおりにつくったんだけどあんまり美味うまくねーから、尚哉の行きつけの店の女将おかみさんにコツを教えてもらってきたんだ。その鶏とり肉にくも女将さんが特別に仕入れてるのをわけてくれたんだぜ」


　柔やわらかくて美味しいだろ？　と聞かれたが、尚哉には正直いって普ふ通つうの肉との違いなんてわからない。


　でも、食べることが大好きな洋人が美味しいというんだから、きっとそうなんだろうなと素直にうなずいた。


（洋人くん、機き嫌げん、すごくいいみたい）


　切り出しにくい話を抱かかえている身としてはありがたい。


　尚哉は、お茶を淹いれるために立ち上がった洋人の背中をこっそり眺ながめた。


「あ、そだ。食べ切れなかったら俺が食うから遠えん慮りよしねーで残せよな」


「うん、ありがと。──あれ、でも洋人くんの分は？」


「何回も練習したからさ、その分で腹いっぱい」


「そう」


　結局、気がかりなことを抱えていた尚哉の胃はキュッと縮まってしまっていて、三分の一も食べきらないうちにダウンした。


「ごめんね」


「いいってことよ」


　尚哉が残した親子丼が洋人の胃に収まり、後片づけが終わると、小さくなっていた胃が今度は軽く痛みだした。


（ああ、困ったな……）


　隣となりに座っている洋人はお笑い番組をみて、愉ゆ快かいそうに笑っている。


　どんな風に話を切り出せばいいか、この番組が終わるまでに考えなくちゃと、新聞を読むふりをしながら尚哉は焦あせった。


「──あのさぁ」


「え、なに？」


　テレビ画面を向いたままの洋人が不意に話しかけてきて、尚哉の心臓がどきんと跳はねる。


「尚哉、なんで歯医者さんになろうって思ったんだ？」


「なんでって……、やっぱり父が歯科医だったからかな」


「それって、親父おやじさんに強制されたってこと？」


「違ちがうよ。ぼくの父は一いつ切さいそういうことを口にしなかったから」


　テレビ画面を向いたまま、こっちを向こうとしない洋人の表情から笑え顔がおが消えていた。


（やっぱり、他ほかになにか悩んでるのかな……）


　ニューヨークにいくかいかないかの単純な二に択たくで悩んでいるわけじゃなさそうだ。


「……子供の頃ころはね、歯医者の家の子だからって結構苛いじめられたりしたから、絶対歯医者になんかならないって思ってた」


「苛められたって、マジで？」


「まぁ、からかわれる程度だけどね。子供にとって歯医者は天敵だから、しかたないと思うし……。歯医者になろうかなって思ったのは、父が事故で腕うでに怪け我がをして歯科医を廃はい業ぎようした後だったな。──いつ診しん療りようを再開しますかって、家に電話をかけてくる患かん者じやがかなりいて、それが歯科医の仕事を見直すきっかけになったんだ」


「いい歯医者さんだったんだ」


「そうだね……。あんなことになるまで知らなかったけど、父は身障者や老ろう齢れい者の患者さんを治療するために、自分の車で送り迎むかえとかもやってたらしくて、ホントに感謝されてたみたいなんだ」


　今はボランティアの観点に立った医療が見直されているが、父の時代には珍めずらしいことだったのだろうと思う。


　救いを求める患者の願いをかなえてやれなくなった自分に、父は苛いら立だっていた。


　どんなにリハビリしても、元のようには動かないとわかっている腕を無理に動かそうとする姿に胸がいたんだ。


「ぼくが再建するまで随ずい分ぶんと時間がかかったんだけど、父の代からの患者さんでまた来てくれてる人もいるし……。そういう人に失望されないようにしなきゃって思うと気持ちが引き締しまるよ」


「ふ～ん。そっか」


　いつの間にか、洋人の視線は尚哉に向いていた。


「洋人くん」


「ん？」


「あのさ、ちょっとお願いがあるんだけど……」


　そう切り出すと、洋人は眉まゆをピクッと動かす。


「…え、……まっ……っ」


　いきなり肩かたを引き寄せられ、止める間もなく唇くちびるが触ふれ合う。


「……もう。いきなり、なに？」


「なにって、キスして欲しかったんじゃねーの？」


　尚哉の鼻の先を指先で弾はじきながら、洋人は不自然に明るい笑顔をみせた。


「そんなこと思ってないよ！」


　洋人が話をはぐらかそうとしていると気づいた尚哉がきつくいうと、今度は一転して悲しそうな顔になる。


「俺とキスしたくないんだ」


「違う。そんなことない」


　惚ほれた弱みか、演技だとわかってるのについつい言い訳をしてしまう。


　洋人は、「だよな」と嬉うれしそうに笑って、再び唇を寄せてきた。


「……っ……」


　このままじゃはぐらかされてしまう。


　なんとか抵てい抗こうしなきゃと思うのだが、深くなっていくキスと身体からだをまさぐる大きな手の心地ここちよい感かん触しよくに、ついつい気持ちが流されてしまう。


「………ふっ……ん」


　白旗をあげる代わりに、尚哉が洋人の髪かみに指を差し入れたとき、呼び鈴りんがなった。


「──いいトコなのによ」


　せっかちな人のようで、続けざまに何度も何度も呼び鈴が鳴る。


「……誰だろう」


　こんな風に呼び鈴を鳴らすような知り合いに心当たりはない。


　洋人の腕の中から抜ぬけ出した尚哉は、首を傾かしげつつ玄げん関かんに向かった。


　ドアを開けると、驚おどろいたことに、昼間に知り合ったばかりの一生がそこにいた。


「洋人、いるだろ？」


「……どうかしたんですか？」


　説得してくれるように頼たのんでおきながら、その日のうちに乗り込んでくるなんて、ないがしろにされたみたいでおもしろくない。


　硬かたい声で尚哉は応対した。


　だが、一生は、


「悪いが、少々お邪じや魔まする」


　と、尚哉を強ごう引いんに押しのけて勝手に中に入っていく。


「香久山さん、申し訳ない。──ちょっと、社長！　駄だ目めですってば」


　さらにその後から才籐まで入ってきて、尚哉は呆あつ気けにとられた。


「やっぱりここか。このくそガキ」


「一生、なんで？」


　一生のいきなりの登場に、洋人は酷ひどく驚いていた。


「なんでじゃない！　どういう了りよう見けんなんだ？　ああ？」


「どういう了見って……なにがだよ？」


　状じよう況きようはわからないながらも、頭ごなしに怒ど鳴なられて気分がいいはずがない。洋人は不愉快げに声を低くした。


「社長！　怒鳴るのはちゃんと事情を聞いてからにしてくださいってば。──洋人、お前、今日なんでスタジオに来なかったんだ？」


　遅おくれて部屋にやってきた才籐が、にらみ合う二人の間に入った。


「スタジオって……，今日の仕事は明日に延期になったんじゃねーの？」


「そう。それで明日の仕事を一日繰くり上げることになってたんだが、洋人、お前聞いてなかったんだよな？」


「あ、うん。そうだけど……」


「やっぱり連れん絡らくミスがあったんですよ。今は代理のマネージャーがついている状況だから無理もない。こういう事情なんだから、しかたないですよ」


「しかたないだと？」


　ふざけるな！　と一生は肩を怒いからせた。


「才籐、お前こいつを甘やかしすぎじゃないのか？　俺の身内だからって甘やかすことないんだぞ。うちにはチャンスを欲しがってる若いモデルがいくらでもいるんだ。俺の身内だからって、こいつばっかり優ゆう遇ぐうされてたんじゃ、そいつらにだってもうしわけないしな。──洋人、お前もだ！　少しばかり人気が出たからって調子にのってるんじゃない！」


「調子にのってなんかねーよ」


「じゃあ、なんで撮さつ影えいをさぼったんだ。ああ？」


「知らなかったからにきまってんだろ？」


「それだって、お前がすねて逃にげ回ってたせいじゃないのか？　事務所か家に立ち寄ってたら連絡はついていた筈はずなんだからな。連絡つけようにも携けい帯たいの電源は切ってやがるし……。お前にはプロとしての自覚がないのか！」


「プロじゃねーよ。俺はバイトだ」


「バイトだぁ？　本気でそう思ってるのか？　バイトのつもりであんだけ大がかりなＣＭの仕事を受けたってのか？」


「ちょっと待ってください。それに関しての責任は私にも──」


「うるさい。お前は黙だまってろ！　洋人、お前、自分が係わってるあのＣＭにいったいどれぐらいの人員と金が使われてるのかわかってないのか？　どんなに金をかけてもＣＭがコケれば宣伝効果は半減する。スポンサー側はな、お前の存在に社運を賭かけてるといっても過言じゃないんだ。遊び半分でやられちゃみんなが迷めい惑わくするんだよ！」


「遊び半分でなんかやっちゃいねーよ。あのＣＭの仕事は俺なりに精せい一いつ杯ぱいやった」


「ふん、どうだか。ニューヨーク行きの話に飛びついてこないから変だとは思ったんだ。──香久山さん、昼間の話はなかったことにしてくれ。こんな甘ちゃんに期待した俺がバカだったようだからな」


「え……あの……」


「……昼間の話？　尚哉になにいったんだよ」


「お前がニューヨークにいく気になるように説得してくれって頼んだだけだ」


　一生の言葉に、洋人が弾かれたように尚哉をみる。


「なおや？」


「ちがっ、そうじゃなくて──」


　話し合いの席につくよう説得してくれと頼まれただけだったはずなのに。


　尚哉は慌あわてて首を振ふったが、誰だれも聞いちゃくれなかった。


「もうやめだ。お前みたいな甘ちゃんにチャンスはやらない。才籐、お前も少し頭を冷やせ。こんな奴やつに大きい仕事をまかせるなんて危なすぎるからな……。──洋人もだ。中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちでモデルをやられたら、他の社員に迷惑がかかる。真ま面じ目めにやる気がないんなら今すぐモデルなんか辞やめちまえ」


「──じゃあ辞めてやる」


　売り言葉に買い言葉。


　頭ごなしに真面目に仕事をしていないと決めつけられ、しかも尚哉までもが一生とグルだったと思いこんだ洋人はよく考えもしないうちに答えていた。


「洋人！──社長、ちょっと待ってください。洋人も知らないうちに仕事をさぼってたことで動どう揺ようしてんです。ちょっと、社長！」


　慌てて執とりなそうとする才籐をシカトして、一生はきびすを返す。


「騒さわがせて、わるかったな」


　いきなりの騒ぎに翻ほん弄ろうされるまま、オロオロすることしかできなかった尚哉に一言かけて部屋から出ていく。


「ほんとすみません」


「ちょっと待ってください！」


　尚哉は、慌てて一生を追いかけようとする才籐を呼び止めた。


「あの……今の洋人くん本気じゃないと思うんです。場の雰ふん囲い気きとかそんなのでつい口が滑すべったんじゃないかと……。だから──」


「大だい丈じよう夫ぶ。私も同感です。うちの社長も、少々短気で早とちりなところがあるんで、たぶん勢いにまかせていっただけだと思うし。──香久山さん、申し訳ないですが、洋人をよろしくお願いします」


　そういい残すと、才籐は一生の跡あとを追って部屋から出ていってしまった。








「──ですからね、確かに甘やかしてはいましたが、それだって実力があるからこその対応なんですよ。実力がないのに甘やかしたりしたら、撮影スタッフ達の反感を買うだけですから……。大きな仕事が洋人にまわってくるのも社長の身内だからというわけじゃなく、スポンサーがモデルの『ヒロト』を指名してくるんです。──社長、わかってくださいよ」


　一生に命じられるまま事務所へと車を走らせながら、才籐は懸けん命めいになって一生の説得を試みていた。


　後部座席に座っている一生の表情をミラー越ごしにうかがったが、腕うで組ぐみをしたままむっつりしている。


「社長……。──先せん輩ぱい、聞いてます？」


「聞いてる」


「今、ヒロトを手放したら、会社としても大損ですよ」


「まぁ、そうだろうな……」


「じゃあ──」


「でも駄だ目めだ。バイトだなんていってるあいつを、モデルとして使い続ける気は俺にはないぞ。才能にあぐらをかいてるような奴は嫌きらいだからな。──才能があるのにチャンスを手に入れられない奴が、この業界には沢たく山さんいるんだ。そういう奴を引っ張り上げて使ったほうが、後々のためだ」


「いや、でもそれは──」


「甥おいっ子だからな、身内としての情はたしかにある。でも、それと仕事は別物だ。──俺はトップとして、あんな甘ったれた奴の面めん倒どうをみる気はない」


　一生はそう断言するとそのまま黙り込み、才籐がいくら話しかけても返事をしようとはしなかった。








　一方、洋人はふてくされてベッドに寝ね転ころがっていた。


　どうやって話しかけたらいいものかと洋人の様子をうかがいながら、尚哉がベッドの端はしに腰こし掛かけると、洋人の方から話しかけてきた。


「……尚哉は、俺が側そばにいなくてもヘーキなんだな」


「そんなことない。洋人くんの叔父おじさん、なにか勘かん違ちがいしてるんだよ。……今日の昼休みに呼び出されて、才籐さんと叔父さんと話をしたけど、洋人くんに話し合いに応じてくれるように説得してくれって頼たのまれただけだから……。才籐さんに確かく認にんしてくれてもいい」


「そっか……。やっぱ、尚哉だって嫌いやだよな」


「そうだね……。でも、もしも、いくことになったとしても止めなかったと思うよ」


「なんでだよ？」


　洋人がガバッと起きあがる。


　酷ひどく傷ついた目で見つめられて、尚哉の胸は痛んだ。


「洋人くんが自分で望んでいくんだったらの話だよ。喜んで見送ったりはできないけど、待ってることはできると思うから……」


「………俺はそんなんイヤだ」


「そういってくれたってこと、叔父さんから聞いた。──すごく……嬉うれしかった」


「ん」


　微笑ほほえんだ尚哉の口元に、洋人の指がそうっと触ふれてくる。


「くすぐったい」


　首を傾かしげて逃のがれると、今度は包み込むように頰ほおに触れてくる。


「ねえ、洋人くん？」


　尚哉は、その手の平に頰ずりする。


「ん？」


「さっきの……、モデル辞めるっていうの、あれ、本気じゃないよね？　洋人くん、モデルの仕事好きでしょう？」


「………わかんねー。ガキの頃ころから当たり前みたいにやってたことだし……。──でもさ、勝手すぎるよな。わけわかんねーガキの頃から無理矢理モデルやらせといて、今度は辞めろだもんよ」


　洋人が小こ馬ば鹿かにしたように鼻で笑う。


（そんな顔……似合わないよ）


　皮肉げなその表情をみていられなくて、思わず尚哉は目を伏ふせた。


「そう……かな？　叔父さんも本気じゃなかったんじゃないかと思うけど……。洋人くんに、自分の立場を考えて欲しくて厳しいことをいったんじゃない？」


「……俺に、なにを考えろって？」


「なにって……この先の仕事のことと…か……。──ちょっ、洋人くん？」


　頰に優やさしく触れていた手が首の後ろに回されて、グイッと強く引き寄せられる。


「もういーよ。どーでも」


「ふっ……っん……」


　強ごう引いんに重ね合わされた唇くちびる、なにもいうなといわんばかりに荒あら々あらしく口こう腔こう内を荒あらされて、尚哉の気が遠くなる。


（流されたらだめ……）


　感情的になった挙げ句の売り言葉に買い言葉で、洋人の未来が決定してしまったらいけないと思う。


　どんな道を選ぶにせよ、自分で考えて決めるのでなければ、きっといずれ後こう悔かいすることになるから……。


（冷静になってもらわなくちゃ）


　なんとかして洋人を押しのけようとしたが、力の入らない腕うでではたいした抵てい抗こうにもならない。


「まって……ねぇ、話を……聞いてよ」


　シーツに押し倒たおされ、服をはぎ取られながら、尚哉は必死で訴うつたえた。


「ひろとくん！」


　叫さけんだ瞬しゆん間かん、不意に視線があった。


（あ……）


　洋人の表情をみた尚哉の身体からだから力が抜ぬける。


「………イヤだ。聞きたくねーよ」


　絞しぼり出すような声、ひそめられた眉まゆ。


　洋人は苛いら立だっているというより、酷く苦しそうな顔をしていた。


（……ああ、そうなんだ）


　いわれるまでもなく、きっと洋人にはわかっているのだ。


　わかっていて、それでも逃にげようとしてる。


「……っ……つっ」


　尚哉の身体を知りつくしている指が、尚哉の意志とはお構いなしに、身体を熱く変化させていく。


　強引にねじり込まれ、突つき上げられても、慣れた身体は苦痛よりも深く甘い刺し激げきに泣いてしまう。


「あ……あッ……っ……」


「……なおや……なおや……」


　熱に浮うかされたように、耳元で何度も何度も名を呼ばれた。


　揺ゆさぶられ、身体は熱く高められていっても心は冷めたまま。


　気持ちが伴ともなわないセックスなんて、洋人相手では初めてのことだ。


　そして、きっと洋人もそうなんじゃないかと尚哉は思う。


（こんなの、だめなのに……）


　きっと、洋人は今、自分の苦痛から逃のがれるためだけに尚哉を抱だいている。


　今だけ、嫌なことを忘れたいと……。


　逃げたって問題は解決しない。むしろ悪くなるだけだ。


　そう思いはしても、それでも、尚哉はそんな洋人が愛いとしかった。


　すがりつくように抱きしめられると、洋人の望み通りにしてあげたいと思ってしまう。


　甘やかすようなそんな真似まねが、洋人のためにはならないんだとわかっていても……。


「……ふっ…あ……ひ…ろとくん……」


　尚哉は腕を伸のばして、洋人を抱きしめる。


　切なくてたまらなかった。





★







「洋人、お前、いったいなにやったんだ？」


　教室で大あくびをしている洋人に、武志が不ふ機き嫌げんそうに話しかけてきた。


「なにって？」


「昨夜、才籐さんからお前が泊とまってないかって電話があったぞ」


「あ、ごまかしといてくれた？」


「ハズレだ。いないっていっといたぞ」


「タケちゃん、つめてー」


「うるさいよ。──で、どこにいたんだ？」


「クルーズ」


　洋人は、尚哉と出会う前によく遊びに行っていたクラブの名前を口にした。


「マジか？　尚哉さんとこじゃないのか？」


「……尚哉には会いに行けねーし」


「なんで？」


「…………ほっといて」


　一生と喧けん嘩かした挙げ句、衝しよう動どうに駆かられて尚哉を強引に抱いてしまったあの夜、正気に返った洋人は、尚哉が目を覚ます前に部屋から逃げ出してしまっていた。


　目が覚めた後の尚哉の反応が怖こわかったからだ。


　あれから二日、家にも尚哉の許もとにも帰りづらくなった洋人は、苦肉の策で昔の遊び仲間達がいる店へと足を運び、そこで夜が明けるまで遊ぶ生活をしている。


　顔かお馴な染じみの遊び仲間達は、随ずい分ぶんと久しぶりに顔を出した洋人を以前と変わらない態度で迎むかえてくれたが、そこで過ごす時間は、なぜか以前ほど楽しいものではなくなっていた。


「なぁ、タケちゃん。明日、土曜日で学校休みだしさ、タケちゃんも一いつ緒しよにいかねー？」


「断る。──明日は撮さつ影えいがあるから、早めに寝ねときたい」


「一晩くらい徹てつ夜やしたって別にヘーキじゃんか」


「平気じゃない。どうしたって顔色が悪くなる。体調管理も仕事のうちだろ」


「まじめー」


「…………おまえなぁ」


　あきれた顔をする武志を後しり目めに、洋人は机につっぷした。


「寝る」


「……次の授業は起きてろよ」


「たぶん無理」


「あのなぁ、わかってんのか？　モデルやってるってだけで、俺たち学校から目つけられてるんだぞ。少しは自重しろ」


「あー、あのさ──」


　俺、モデル辞やめることにしたから、といおうとしたが口が動かなかった。


　迷いが、唇を強こわばらせたのだ。


「なんだ？」


　武志の声に答えることができない洋人は、そのまま寝たふりを決め込んだ。


　辞めるとはいったものの、あの翌日も洋人はモデルの仕事をしていた。


　オファーを受けた分の仕事が何ヶ月か先まであるのだ。それをすべて片づけなければ辞めるに辞められない。


『社長に謝罪するんだ』


　叔父おじの秘書代わりで忙いそがしいはずの才籐がスタジオに押し掛かけてきて、そういった。


　たとえバイトでも、洋人が受けた仕事を真ま面じ目めにこなしてたってことは、誰だれよりも自分が知っている。社長は説得しておくから、その間にお前も頭を冷やしておくんだ、と……。


　だが、洋人はうなずかなかった。


　うなずかないまま、才籐からも逃げた。


　いわれるままに謝って、それで解決する問題じゃない。


　一生が謝罪を受け入れたとしても、洋人自身が納なつ得とくできない。


　尚哉との間も同じことだ。


　あの夜、嫌いやがる尚哉を力で押さえつけて無理矢理抱いた。


　それなのに、ふと気がつくと、尚哉の腕は洋人を抱きしめてくれていた。


　いつものように、ギュッとしがみつくのとは違ちがう。


　まるで守るように、慰なぐさめるように抱きしめられていて、たまらなくなった。


　謝れば、尚哉はきっと自分の行こう為いを許してくれる。


　それがわかっているから謝れない。


　今のままの自分じゃだめなんだと思う。


　この先、自分はどうしたいのか？


　その答えがみつからない限り、きっと何度も同じことを繰くり返すだけだ。


　尚哉の許に戻もどるためにも、早く答えを見つけないと……。


　気持ちばかりが焦あせっていた。








　その日の仕事は、シリーズ化したＣＭの次回作の為ための衣い装しよう合わせだけだった。


　シリーズ四作目ともなると、衣装スタッフも洋人の体型をすっかり把は握あくしきっていて、すんなりと作業が終わる。


「おつかれさまでした！」


　着き替がえを終えた洋人は、早々にスタジオから出た。


　路上に出た洋人が駅に向かって歩き出すと、見覚えのある車が路ろ肩かたに寄ってきた。


「やべっ」


　回れ右して逃げようとしたら、クラクションが途と切ぎれることなく鳴りだす。


（……っくしょう）


　諦あきらめた洋人が車に歩み寄ると、クラクションはピタッと止やんだ。


「連日ごくろうさん。才籐さん、叔父貴のお守もりしなくていーの？」


「それよりも優先順位の高い用事があってな。──ちょっと乗ってくれないか？」


　いぶかしみながらも、促うながされるまま洋人は助手席に乗り込んだ。


「で、なに？」


「あー、あのなぁ、申し訳ないんだが、これからちょっと会って欲しいんだ」


「誰に？」


「一穂さん。──お前の母上にだ」


「なんで？　なんの用？」


「…………さぁ？　会えばわかるだろう」


　正直、会いたくなかった。


　たしか、前回会ったのは二年前。


　母親が経営する美容室の特集記事のインタビューの席で、二人きりで交かわした会話が『元気そうね』『ん、お陰かげ様さまで』だけ。


　会ったところで、話題に詰つまるのは分かり切ってる。


　それになによりも、一生が一緒なら心配ない、好きにしていいと、洋人がニューヨークへいく話を本人の意志を無視して進めようとしていたことが記き憶おくに新しすぎる。


「……会いたくねーな」


「俺を助けると思って、会いにいってくれよ」


　ついつい本音を呟つぶやいたら、運転席の才籐が情けない声を出す。


　マネージャーを助けるために自分の母親に会いに行くなんて奇き妙みような話だ。


　洋人は苦く笑しようしていた。








　洋人の母親、一穂は美容院だけでなく、美容師の専門学校も経営している。


　才籐に専門学校のビルの前でおろされた洋人は、玄げん関かんフロアにある受付で呼び止められた。


「洋人様ですね？」


「ん。そーだけど」


「申し訳ありません。社長は急な来客がありまして店てん舗ぽのほうにいっております。二時間程度で戻るので、その間、校内を見学しながら待っていて欲しいとのことです」


「了りよう解かい」


　たぶん、急な来客というのは、一穂を熱ねつ烈れつに支持している大物女優の誰かだろう。


　あまり気乗りしなかったが他ほかにすることもないので、受付嬢じようの案内で校内を一回りすることにする。


　学科用の広い講堂や実技用の鏡張りの部屋に案内された洋人は、思わず腕うで時ど計けいで時間を確かく認にんしてしまった。


「こんな時間まで授業やってんの？」


「ええ、そうですね。当校は夜間の生徒も受け付けておりますので……。日中は仕事をしてる人が殆ほとんどですよ」


「へぇ、すげーな」


　素す直なおに洋人が感心すると、受付嬢がおかしげに口元に手を当てる。


「なに？」


「だって、洋人様も同じことをしてらっしゃるでしょう？　日中は学校で夜は仕事」


「ん、まぁ、そーだけど」


　自画自賛だと指し摘てきされ、洋人は口ごもる。


（なんだかなぁ……）


　いわれてみれば確かにそうなのだが、子供の頃ころからそれが当たり前の状じよう況きようだったから、微び妙みように実感がわかない。


　洋人にとってモデル業は労働というよりも、クラブ活動に近い感覚だった。


　もともと母親から多額の生活費を振ふり込まれているお陰で、モデルをすることによって得られる収入を使うことはほとんどない。


　そのせいで余計に働いているという実感が湧わかないのかもしれない。


　見学者の存在に慣れているようで、生徒達は洋人達を完全に無視して講師の説明に熱心に耳を傾かたむけている。


（学校でも、ここは高校とはちがうもんな）


　自分とさほど変わらない年ねん齢れいの生徒達が学んでいるのは、将来の職業のための知識。


　美容師になりたいという希望があって学んでいるわけだから、堂々と居い眠ねむりするような不届き者は見当たらない。


（双ふた子ごのねーちゃんたちも、こういう所で勉強したんかもな）


　望んで、努力してチャンスをつかむ。


　そんな風に生きている人達がここにいる。


　それに比べて自分はどうだろう？


　思考の地じ雷らい原に踏ふみ込んでしまった洋人は、これ以上の見学に耐たえられそうになかった。


「わりーけど、見学中止。先に上にいってっから」


　リタイアして、受付嬢と別れ、ビルの最上階にあるペントハウス風の一穂の住居に向かう。


　もらってはいたものの殆ど使ったことのないカードキーで玄関を開け、ほぼ五年ぶりに中に入った。


（変わってねーな）


　リビングは、まるでジャングルのようになっていた。


　一穂は子供を育てることは放ほう棄きした癖くせに、植物を育てることには熱心なのだ。


　冷蔵庫からビールを拝借して、この部屋の特等席らしいロッキングチェアに座り、窓から見える夜景をぼんやり眺ながめる。


　何本目か分からなくなったビールの栓せんを開けたとき、玄関の扉とびらがひらいた。


「洋人、いるの？」


　夜景をみるために光量を落としていたのと、ジャングル化している植物のせいで、一穂は洋人の姿をみつけられなかったようだ。


「ん、ここ」


　洋人がビールを手に立ち上がるのと、一穂が光量を上げるのとがほぼ一いつ緒しよだった。


「呼び出して、わるかったわね」


　息子むすこの姿を認めた一穂が微笑ほほえむ。


　弟とよく似た、切れ長の目が印象的な女性だ。


（髪かみ、切ったんだ）


　前に会ったときは腰こしまであった髪が、今は耳の所でばっさりカットされている。


　軽くウェーブがかかった、少しレトロっぽい雰ふん囲い気きのヘアスタイルだ。


「暇ひまだったし、別にいーけど」


　洋人がジャングルの中央にしつらえてあるソファーに座ると、同じようにキッチンからビールを取ってきた一穂が目の前に座った。


「で、なんの用？」


「洋人、あなた、最近家に帰ってないんだって？」


「まあね。お互たがい様だろ」


「……そう来たか。まぁ、確かにそうだけど」


　一穂は苦く笑う。


「んなことより、なんでかーちゃんが、俺が家に帰ってないこと知ってんだ？」


「才籐くんに報告させてたから」


「……スパイ？」


「人聞きの悪い。母親が自分の息子のことを知りたがるのは当然でしょう」


「いつから？」


「才籐くんがあなたのマネージャーになった時から」


　知りたいんなら他人に頼たのまずに直接電話をかけてくればよかったのに、と思ったが、今さらすぎていう気にもなれない。


「そういうことで、全部知ってるのよ。──洋人、あなた、一生の話を受ける気がないのなら、逃にげ回ってないではっきりそういいなさい」


「……その情報、古すぎ」


「え？」


「もう断った……っていうか、俺、モデル辞やめるつもりだし」


「そうなの？」


「ん、まあね」


「だったら、なぜいまだに逃げ回ってるの？」


　不満そうな顔しちゃってと追い打ちをかけられ、痛いところをつかれた洋人はグッと言葉に詰つまった。


「そんな顔してるところをみると、まだどうしたらいいのか決心がついていないんでしょう？　格好つけてないで、悩なやんでるのなら悩んでるって素直にいいなさい。今後の人生にとって大きな岐き路ろになるんだから、悩むのは恥はずかしいことじゃないわ」


「かーちゃん、それ矛む盾じゆんしてねー？」


「どうして？」


「一生に、俺を連れてきたいなら好きにしていいっていったんだろ？」


「いってないけど」


　一穂はムッとしたようだった。


「洋人が望むなら好きにしていいとは、確かにいったけど」


「一生が、じゃなく？」


「わたしは、洋人の好きなように、といったの。──どうやらわたしの言葉は、一生の脳内で勝手に変へん換かんされちゃったみたいね」


　昔から早とちりで勝手な子だったから、と一穂が呟つぶやく。


「なんだ、そっか……」


　母親に犬いぬ猫ねこのように扱あつかわれたんじゃなかったんだと知って、洋人の気持ちは少し緩ゆるんだ。


「もしかして、怒おこっていた？」


「……別に。どっちだろうと今さらだし」


　いってしまってから、これじゃ恨うらみ言じゃないかと後こう悔かいした。


「そう。今さらね」


　案の定、一穂の表情が曇くもる。


「でも、元はといえばあなたが悪いの」


「へ、俺？」


「そう。──洋人、あなたね、一歳ぐらいのときに四十度を超こえる熱を出して死にかけたんだから」


「だから、なに？」


「それで、怖こわくなったのよ。あなたまで、あの人みたいに……先に死ぬんじゃないかって……。だから手放したの」


「あの人って、親父おやじ？」


「ええ、そう。ただの風邪かぜから肺はい炎えん起こして死んじゃったひ弱な人。──あなたってば赤ん坊ぼうの頃ころから見た目は父親似だったから、あの人と一緒できっとひ弱な大人になるに違ちがいないって思いこんじゃったのよね。……まさか、こんなに頑がん丈じように育つなんて思ってもみなかった。損した感じ」


「…………悪かったね」


「あら、悪くなんかないわ。──元気に育ってくれて嬉うれしいわ。ほんとうよ」


　一穂が瞳を覗のぞき込むようにして微笑みかけてくる。


「悪いのはわたしの方。罪悪感があったから余計に仕事に打ち込んで、それでまた忙いそがしくなって……。いつの間にかこの業界じゃ大物なんだもの。よかったんだか、悪かったんだか……。──ああ、あなたには悪かったわよね。でも、謝らない。……それこそ、今さらだし」


「だな」


　仕事の都合でほったらかされたのだとばかり思っていたのだが、実際は違っていたらしい。


（早死にすると思ったからってか……）


　なんとも複雑な感情が胸に湧わき起こったが、それでもそう悪い感じはしない。


　幼い我が子に愛情を持っていたから失うのを恐おそれたのだ。


　無関心でいられるよりはずっといい。


「だから、好きにしていいっていったの。──母親としての立場を放棄したわたしには、あなたの人生に口を挟はさむ資格はないと思ってるし……。ニューヨークにいくのも、モデルを辞めるのもあなたの自由。まったく違うことをやりたいっていうんなら、わたしが全面的にバックアップしてあげる。一生にも口出しさせない。わたしにはそれだけの力があるからね」


「それって甘やかしすぎじゃねーの？」


「そんなことないわ」


「あるって。──今までだってそうだったじゃんか。一生の甥おいだからって、あっさりモデルになって、たいして努力もしないでこんなＣＭの仕事なんかもらって有名になっちまって……」


　そして、流れに乗って当然のようにモデルを続けてきた。


　努力も苦労もせず、自分がこの仕事をしたいと思っているのかも分からないまま、ただ惰だ性せいにまかせて仕事をこなしていた。


「それのなにが悪いの？」


　一穂は不思議そうな顔をした。


「人が敷しいたレールに乗ってるだけで、自分の力じゃねぇんだ。……そんなの情けねーじゃんか」


「ばかね。どんなにお膳ぜん立だてされても成功できない人だっているのに。──確かにあなたがモデルになったのは、一生の影えい響きよう。でも、今現在、あなたが得ているモデルとしての評価はあなたのものなの。視し聴ちよう者が支持したから今回のＣＭもシリーズが延長されてるんだし、読者の評判がいいから雑誌だって継けい続ぞくしてあなたを使いたがってる。──あなたは、もっと自分の才能に自信を持つべきだわ」


「……自信？」


「そう。──一生が敷いたレールに乗ってるのが本当に嫌いやなら、そこから飛び出せばいい。自信がそれを可能にするわ」


「フリーになれって？」


「命令でも提案でもない、ただの譬たとえ話」


　一穂は肩かたをすくめた。


「ね、洋人。あなたは自由なのよ。恵めぐまれてるからって罪悪感を感じる必要なんかない。誰だれにも遠えん慮りよせずに好きな道を自分で選んでいいの」


（自由に……か）


　今まで不自由だと感じたことはなかった。


　たいていの欲求は通ったし、好き勝手やってこれたから……。


（でも、これって、まわりからみればただの我が儘まま、甘ちゃんってやつなんだよな）


　庇ひ護ごの中だけで得られる自由なんて、その程度のもの。


　一穂のいう自由は、それとはニュアンスが違うような気がする。


　もっと広く、そしてもっと重い自由。


「道を選んだ挙げ句、失敗すんのも俺の自由ってか？」


「当たり前でしょう」


　洋人が両手を上げて少しおどけると、一穂は軽く顎あごを上げて微笑ほほえんだ。


「自分の才能を生かすも殺すも自分の才覚次し第だい。その覚かく悟ごでやってきたから、わたしだって今の地位を築けたの」


（……美人だったんだな）


　一流モデルだった弟にそっくりなだけあって、一穂もまた人目を惹ひく美び貌ぼうの持ち主だ。


　だが洋人は、自信に満ちたその表情をみて初めて、母親を綺き麗れいな女なんだと思えるようになった。


「──少し考えてみる。さんきゅ」


　洋人はふらりと立ち上がり、玄げん関かんに向かう。


「なぁ、今度一いつ緒しよにメシでも食わねぇ？」


　去り際ぎわ、ふと思いついて誘さそってみる。


　一穂は、ステキねと微笑んでいた。








　一緒に騒さわごうという遊び友達の誘いを丁重にお断りして、洋人はクラブのカウンターでひとりグラスを傾かたむけていた。


　昨夜は『ヒロト』の顔を知っていた女性達に取り囲まれ、サインや質問責めにあって少々辟へき易えきしたから、今日はサングラス着用だ。


　いくらその手の対応に慣れていて嫌きらいではなくとも、自分のテンションが低いときに、浮うかれる女性の相手をするのは疲つかれるものだから……。


（さて、どうすっかなぁ）


　自分はこれからなにをしたいのか？


　同じ考えるにしても、一穂と話したことで、混乱していた頭が少し整理されたような気がする。


　周囲を納なつ得とくさせるために考えるんじゃない。


　自分自身のために、この先どんな風に生きていくかを考える。


（モデル……か）


　尚哉に会う時間が減るのは辛つらかったが、モデルの仕事自体を辛いと思ったことはない。


　子供の頃は、撮さつ影えいスタッフとか、そんな周囲の大人達に誉ほめられてかまってもらえるのがただ楽しかった。


　最近では、自分の仕事の仕上がりが気にかかるようにもなっている。


　どうすればより魅み力りよく的にみえるかを考え、意識して表情と身体からだを動かす。その結果が、写真にはっきり表れると嬉しい。


「──久しぶりだね」


　声をかけられて顔を上げると、カウンターの中にいた初老の男性からウインクされた。


「オーナーじゃん。久しぶり。──バーテンダーは引退したんじゃなかったっけ？」


　半ば趣しゆ味みでバーテンダーをやっていたのが、体力が続かないから経営に専念するといって引退したのがちょうど一年前。


　年上のモデル仲間に連れられて中学生の頃からこの店に出入りしていた洋人は、この人に随ずい分ぶんと可愛かわいがられていた。


「たまに懐なつかしくなってね。──なにかつくるかい？」


　オーナーが空になっていた洋人のグラスを引き上げながら聞いてくる。


「あ、甘くないやつ、てきとーによろしく」


「ジンリッキーでいいかな。──あいかわらず甘党の癖くせに甘い酒は駄だ目めか」


「ん。──あ、でも、最近は前ほど甘いものも食ってねーよ」


「味覚が変わった？」


「んにゃ。チョコレートやケーキより甘いものがあるって知ったせいじゃないかな」


　洋人は、尚哉の甘い唇くちびるを思い出し、無意識のうちに自分の唇に触ふれていた。


「おやおや……。仕事だけじゃなくプライベートも充じゆう実じつしてるようだ。──例のＣＭ、随分と評判がいいんだろう？」


「お陰かげ様さまで。四作目の撮影スケジュールも進行中だし。──さんきゅ」


　洋人は、オーナーから直接手て渡わたしでグラスを受け取った。


（いまモデル辞やめるって宣言したら、あの仕事も打ち切りになるんかな）


　グラスの底に沈しずんでいる、大きくカットされたライムをマドラーでザクザクつつきながら考える。


　沢たく山さんのスタッフ達と一緒に、じっくり時間をかけて撮影したあの仕事は、やっていて本当に楽しかったと思う。


　洋人がモデルを辞めても、商品自体は販はん売ばいされ続けるわけだから、いずれは違ちがうタレントがイメージキャラクターとして採用されることになるんだろう。


　ずっとメインレギュラーとして活かつ躍やくしてきたファッション雑誌も、やっぱり同じことで……。


（……なんか、おもしろくねーな。それ）


　具体的に想像したら、胸がむかついてきた。


　今までの自分は与あたえられた仕事をただこなしているだけだと思ったが、どうやらそうでもなかったらしい。


　自分が係わっている仕事に対してのプライドや執しゆう着ちやく心が、知らぬ間に自分の中に育っていたのだ。


　誰にも渡わたしたくない。


　だったら、どうすればいいのか？


（なんだ、そっか……）


　答えは酷ひどく簡単だった。


　なんで今までそんなことに気づかなかったのかと、自分の間ま抜ぬけさに笑えみさえこぼれる。


「俺、帰るわ」


「今から？　終電はとっくに終わってるよ。朝まで待ったほうがいいんじゃないかな」


「ヘーキ、タクシー拾うから。──んじゃ、ごっそさん」


　洋人は、グラスの中身を一気に飲み干して立ち上がった。








　ほぼ二週間ぶりに家に帰り、一生が使っている客用寝しん室しつに迷わず向かう。


「一生、起きろよ」


　毛布にくるまって眠ねむっている一生を、たたき起こした。


「いま、何時だ？」


「四時半」


「ふざけんな……。まだ二時間しか寝ねてねぇ……」


「俺なんか昨夜ゆうべっから寝てねーよ。──いーから、ちょっと俺の話聞けって」


「明日じゃ駄目なのか？」


「駄目！　サクッと終わらせてーんだよ、俺は」


　自分がこれからなにをしていくのか決心はついた。


　あとは、それを宣言するだけ。


　それがすめば、堂々と尚哉にも会いにいける。


　洋人は、毛布に潜もぐり込もうとする一生をしつこく揺ゆさぶった。


「……っ、わかったよ。聞く。聞いてやるって！　くそっ、俺は眠いんだ。さっさといえ」


「──俺、モデル辞めねーから」


　洋人は諦あきらめて起きあがった一生にそう宣言した。


「この先もずっとモデルをやる。プロになる」


「ふん。そうきたか……。じゃあ、ニューヨークにはいくんだな？」


「いかねーよ」


「あんだと？　チャンスを棒にふるってのか？」


「ニューヨーク行きは俺にとっちゃチャンスじゃねぇよ。どっちかってーと逆だ。──向こうに誰だれかを連れてくってんなら、それをチャンスだと喜ぶ奴やつに声をかければいいんだ」


　なんで、こんな簡単なことに気づかなかったのか自分でも笑ってしまう。


「俺は今やってるＣＭの仕事を続けてーし、ずっとやってきたファッション雑誌の仕事も辞めたくねー」


「成功の確証がないチャンスより、安定した居い心地ごこちのいい環かん境きようを選ぶのか」


　あきれたような口調に、「違う」と洋人は首を振ふった。


「俺はやりたい仕事をやるっていってんだよ。──自分で仕事を選びたいんだ」


　今の自分には、それだけの価値があるはずだ。


「仕事のえり好みをするつもりか？」


「ああ、そーだよ。これからは退たい屈くつな仕事は一いつ切さい受けない。でもやりたい仕事のためなら、一いつ般ぱんに混じってオーディションだって受けてやる」


　与えられる仕事を惰だ性せいでこなすんじゃなく、やりたい仕事は自分で取りに行くのだ。


「で、どーすんの？」


「なにがだ」


「一生、モデルを辞めちまえっていっただろーが？　で、俺は辞める気はねぇんだ。──このまま俺をモデルとして使うか、使わないか、どっちだって聞いてるんだよ。使わないっていうんなら、他のモデルクラブを探さなきゃなんねーからな」


「世間知らず……。一回事務所とトラブったモデルは、なかなか引き取り手がみつからないもんだぞ」


「かまわねーさ。みつかるまで諦めねー。どうしても駄目だったら、他の方法を考えるし」


「……まじ生意気だな、──おい。うちを辞めたいのか？」


「辞めたくねーよ。最近、いろんな仕事をしたお陰かげで、うちのお抱かかえのスタッフが優ゆう秀しゆうだってわかってっからさ」


「ふん。当前だ。俺は役立たずは雇やとわないからな。勝手にしろ。──じゃ、もう寝るぞ」


　大きなあくびをした一生は、いきなり毛布にくるまってしまう。


「ちょい待てって。返事してから寝ろよ」


「あーうるさい。勝手にしろっていっただろうが。辞めたくないっていうんなら、そうしな。具体的なことは俺じゃなく、才籐に相談しろ。──もう寝るぞ。次に起こしたら今度こそクビだからな」


「わかった。──さんきゅ」


　話は決まった。


　ほっと肩かたの力を抜ぬいて、洋人が部屋から出ていこうとすると、「ちょい待て」と、一生が眠そうな顔を毛布から顔を出した。


「なんだよ」


「お前、これから香久山さんとこにいく気じゃないだろうな？」


「そのつもりだけど」


「明日、撮さつ影えいはいってんじゃないのか？」


「はいってっけど、時間にはぜってー遅おくれねーでいくし」


「それで、寝ね不ぶ足そくの状態で撮影しようってのか？　ふざけんな。体調管理も仕事のうちだ。プロになるっていうんなら自覚しろ。──部屋いって寝ろよ」


　そういうと一生は再び毛布に潜り込む。


「…………わかったよ」


　反論できなかった。


　プロになると宣言した以上、それに伴ともなう責任だって負わなきゃならない。


　今までみたいに、ヘーキヘーキと笑って誤ご魔ま化かすわけにはいかないのだから……。


　自分の部屋に戻もどった洋人は、ベッドに寝ころんで携けい帯たいを操作し始めた。





★







　香久山歯科医院の土曜日は二時で診しん療りようが終わる。


「今日、患かん者じやさんが少なくてよかったね」


　最後の患者をにこやかに送り出した後、一転して軽く眉まゆをつり上げた山下がいう。


「……ごめん」


　尚哉はしゅんと肩を落とした。


　あの夜以来、尚哉は姿をみせなくなってしまった洋人が気にかかってしかたなかった。


　洋人の携帯に何度か電話してみたが、電源が切ってあるらしく何度かけても留守電になってしまう。


　それならばとメールもしたのだが、その返事もこない。


　いつ連れん絡らくが来るんだろうと気もそぞろで、ろくに眠れない日を過ごしていたのだが、今日の早朝、携帯に『仕事が終わったらそっちに行く』と、待ち望んでいた洋人からの短いメールがはいった。


　連絡がないあいだも気になって集中力が欠け気味だったが、今日会えるとなると今度は時間が気になってしかたない。


　ちょっと気が緩ゆるむと、すぐに時計に目がいってしまう。


　そんな尚哉の精神状態に気づいた山下がさりげなくフォローを入れてくれなかったら、なにかとんでもない失敗をやらかしていたかもしれない。


「反省してるなら、来週は復活してよね。──復活できないようだったら、休診するから」


「え、でも、患者さんに迷めい惑わくをかけるわけにいかないし……」


「医療ミスを起こすよりはましでしょ？」


「……復活するよう努力するよ」


　尚哉の全面敗はい訴そだった。








　心のつかえが取れた洋人は、順調にその日の撮影を終え、スッキリした気分で尚哉のマンションに向かった。


　呼び鈴りんをならしたが、いくら待っても返事が帰ってこない。


（いねーのかな）


　時刻は九時をまわってる。


　朝にメールを入れておいたから、絶対待っていてくれると思ったのに……。


　合い鍵かぎを使って中にはいると、真っ暗だった。


　何度も深夜にこっそり侵しん入にゆうしたことのある洋人は、暗い廊ろう下かに慣れている。


　迷いのない足取りでリビングに行き、手て探さぐりで灯あかりのスイッチを入れる。


「……ん……？」


　灯りがともった瞬しゆん間かん、微かすかな声が聞こえた。


「尚哉？」


　ソファーに横になっていた尚哉は、まぶしそうに灯りに手をかざしていた。


「どした？　どっか具合悪い？」


　こんな所で寝ねるなんて、尚哉らしくない。


　歩み寄って、顔を覗のぞき込む。


「え？」


　尚哉は眩まぶしそうに何度か瞬まばたきを繰くり返し、いきなりパチッと目をあけた。


「洋人くんだ」


「うん、俺」


　灯りにかざしていた手が、確かめるように洋人の腕うでをつかむ。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


　洋人は起きあがろうとする尚哉に手を貸した。


「うん。待ってる間に、うたた寝しちゃってただけだから……」


「待ってる間にって……。メールで時間教えなかったっけ？」


「仕事が終わったら来るってだけ」


「そっか。ごめんな」


「気にしなくてもいいよ。どうせ待つ以外にすることもなかったんだし」


　洋人を安心させようとしてほころぶ口元からは不自然な感じがないから、尚哉は本当に怒おこってはいないのだろう。


　でも、待ってる間にうたた寝なんかしてしまったのは、自分を心配するせいで夜眠れなかったせいなのかもしれない。


（きっと、うぬぼれじゃねーよな）


「ほんと、待たせてごめんな……。ちゃんと問題を片づけるまで、尚哉には会えないって思ってたからさ」


「あ、じゃあ、叔父おじさんとは？」


「ちゃんと話してきた。──あのさ、俺、モデル続けることにしたから」


　そう告げた途と端たん、尚哉は嬉うれしそうな顔をする。


「よかった」


「そっか？」


「うん。だって、洋人くん、モデルの仕事好きでしょう？　仕事の話をするときの顔をみてればわかるよ」


「ん、そーみたいだな。──あんまりずっとこの仕事やってたから、そういう感覚なくてさ。気づくのが遅おそくなっちまったけど、そうなんだよな」


「それで……ニューヨークへは？」


「それはなし。行かないことにした」


「いいの？　チャンスなんじゃないの？」


「ん。いーんだ。俺はここで仕事してたいからさ」


　そもそも、思い返してみれば、武志にいわれるまでニューヨーク行きがチャンスだなんて思っていなかった。


　そんなチャンスを切望する者が多いんだという武志の言葉に、自分の考えの浅さを指し摘てきされたような気がして勝手に振ふり回されてしまっただけ。


　双ふた子ごの苦労話を聞いたことで、自分が身内の七光りで仕事をもらっている情けない存在に思えてしまったけど、それだってそうじゃないはず。


　持って生まれた環かん境きようが恵めぐまれていたことに劣れつ等とう感を抱いだいて、自分を卑ひ下げすることなんかない。


　この十年与あたえられた仕事をきちんとこなしてこれたからこそ、今の『ヒロト』に対する評価があるのだから……。


「これからはさ、少し仕事のやり方を変えるつもりなんだ」


　与えられた仕事をやるんじゃなく、自分で仕事を選んで、オーディションだって受けるつもりだと、一生にもいったことを尚哉に話した。


「自分のマネージメントをするってこと？」


「そう……なんのかな？　詳くわしいやり方は、とりあえず才籐さんに相談してからだな。──でも、そんなことになったら、今まで以上に時間の都合がつかなくなるよな」


　そうなったら尚哉に会う時間がまた減ってしまう。


　自分で選せん択たくした道だけに苦情をいうこともできないし、愚ぐ痴ちりつつ尚哉に会いたいと惚のろ気けることもできなくなるわけで、それはけっこうなストレスになりそうだ。


「ぼくのことなら、心配しなくても平気だからね。……会える時間が減っても、信じて待ってられるし」


　口ごもった洋人を気づかったのか、尚哉がそういった。


（俺って、幸せ者なのかも）


　腕をつかむ尚哉の指の力の強さが嬉しい。


「ん。……でもさ、尚哉はヘーキでも、俺はヘーキじゃねぇかも」


「きっと大丈夫だよ。新しいやり方が軌き道どうに乗れば、今よりずっと仕事が楽しくなるだろうしね」


「そっかぁ？　ああ、でも仕事が軌道にのらねぇ可能性もあんだよな。受けたオーディション、のきなみ落ちるとか……。そーなったら、きっとスゲー衝しよう撃げきだぜ」


「そんなことにはならないよ。絶対大丈夫だから」


「そー思う？」


「うん。洋人くん、男前だもん。まわりがほっとかないに決まってる。やり甲が斐いのある仕事が沢たく山さんはいって、ぼくのことなんて忘れちゃうかもしれないよ」


「ん？　それって、尚哉がそーだってこと？　仕事してると俺のことなんてわすれちゃうわけ？」


　つめてーなと嘆なげくと、尚哉は慌あわてて首を振った。


「そ、そんなことないよ。本当はこんなのいけないことなんだけど、今日だって洋人くんがくるんだと思うと時計が気になってしかたなくて、何度も美香にしかられたし……。──？　洋人くん……なんで笑ってるの？　もしかして……ぼくをからかってる？」


　当たりだった。


　もっともっと励はげましてほしくて、ついつい悪のりしてしまった。


　へへへ、と笑うと、尚哉は軽く頰ほおを膨ふくらませた。


「酷ひどいなぁ」


「わりぃ。つい、嬉しくってさ。──励ましてくれて、さんきゅな」


「うん」


　膨らんだ頰に手の平を当てると、尚哉の口元がほころび、まるで猫ねこのように頰をすり寄せてくる。


「も少し、励ましてほしーんだけど、どう？」


　頰に触ふれた手の指先で、耳元をくすぐる。


　尚哉はくすぐったそうに首をすくめながら、やっぱり猫のように全身ですり寄ってきてくれた。








「尚哉、変わったよなぁ」


　一戦交えた後、洋人はうつぶせになったまま荒あらい息をついている尚哉のすべらかな背中に指をすべらせながらそう呟つぶやいた。


「……かわった？　どんな風に」


　その指がくすぐったかったのか、尚哉は身をよじって洋人の方に向き直る。


「ん？」


　肌はだを合わせると、特にそう感じる。


　つき合い始めたばかりの尚哉は、今よりもっと自分の欲求に対して素す直なおだった。


　もっともっとと貪どん欲よくに求めてくるその身体からだに、洋人が自制心をなくして振り回されてしまうほど……。


　今だって素直なことには変わりないのだが、最近はそれと同時に自分が満たされていくような感覚を覚えることがある。


　抱いているのに抱かれているような、そんな不思議な感覚。


　あまり爪つめをたててしがみついてくれなくなったせいで、余計にそう感じるのかもしれないが……。


「……ひろとくん？」


　返事をしない洋人に焦じれたように、尚哉が手を伸のばして髪かみに触れてくる。


「そだな……。一番変わったなって思うんは、口ごもったりとか、だまり込まなくなったとこかな」


「え？」


　意表をつかれたのか、尚哉は酷くビックリしたようだった。


「自覚なかった？」


「うん。……でも、いわれてみると、確かにそうかも……」


　以前の尚哉は、いいたいことがあっても嫌きらわれるのが怖こわくて口に出せなかったし、願い事があっても、うっとうしいと思われるのが怖いからなかなか口に出せずに口ごもってばかりだった。


　そんな尚哉の心の内を白状させようとして、洋人は宥なだめたり甘やかしたり脅おどしたりと、頭を絞しぼって色んな手を使っていたものだ。


　だが、最近はそんな風に頭を絞る必要がなくなっている。


「でも……、それってきっと洋人くんのお陰かげだよ」


「へ？　俺？」


「うん。──だって、洋人くんが怖くなくなったせいだと思うから」


「え、マジで？　俺って前は怖かった？」


　尚哉に一ひと目め惚ぼれして、お願いしてつき合ってもらえるようになったのだ。


　大切にするのが当たり前で、暴力をふるったことも、頭ごなしに怒ど鳴なりつけるようなことだってしなかったはず。


　それとも、気づかないうちに、なにかまずいことをやらかしていたのか？


　あり得ないと思いつつ洋人が悩なやんでいると、それを見た尚哉が微かすかに笑った。


「怖かったよ。怖いに決まってるじゃない」


「なんで？」


「好きだから……。だからね、嫌われたらどうしようって、ずっと怖かった」


「…………じゃ、今は？──怖くないってことは、もしかして、俺のこと嫌いになったんか？」


　思い返してみると今回の一件では、理由もいわずに二週間も強ごう引いんに居い候そうろうしたり、宥めようとしてくれてるのにシカトして強ごう引いんに抱いてしまったりと、結構不味まずいことをやらかしてしまっている。


　もしかして、あまりの情けなさに愛あい想そを尽つかされたのだろうか？


（やべー、やべーよ）


　洋人は、あまりのことにガバッと上半身を起こしパニクった。


「違ちがうよ。嫌いになったりするわけないじゃない」


　おかしそうに声をたてて笑いながら、尚哉も身を起こした。


「そうじゃなくてね。──洋人くん？」


「ん？」


「ぼくのこと好きだよね？」


　尚哉が首を傾かしげ、洋人を見上げるようにして聞く。


「ったり前じゃんか」


　なにを今さらと思いつつ洋人が答えると、尚哉は「ありがと」と本当に嬉うれしそうに笑った。


「つまりね、そういうこと」


「なにがそういうことな訳？」


　さっぱり分からない。


「こんなこと、前は怖くて聞けなかったよ。でも、今は……、愛されてるって思えるようになったから聞ける。そういうこと」


「え？　だって、俺、いっつもそういってたじゃんか？」


「うん。でも、ぼくは、この先はどうなるんだろうって不安でしかたなかった。──洋人くんのせいじゃないよ。ぼくが弱いせい……」


「今はへーきになった？」


「うん。そうみたい……。たぶん、洋人くんがずっと側そばにいてくれたお陰なんじゃないかな」


「ずっと……？　だってさ、忙いそがしかったりして会えなかったときもあったじゃん。これからだって、毎日一いつ緒しよにいる訳にはいかねーし……」


「気持ちの問題だよ。会える時間は少なくても、いつも一緒にいたいって思っててくれてたでしょう？　それがわかったから……。──でも変な感じ」


「なにが？」


「ずっとそれで悩んでたはずなのに、洋人くんに指し摘てきされるまで自覚してなかったなんて……」


　やっぱり鈍にぶいのかな、と尚哉がはにかんだように微笑ほほえむ。


「……っ！」


　胸が痛くなった。


　尚哉が愛いとしくて、可愛かわいくて、大切でたまらない。


　強引に尚哉を抱だき寄せて、その顔を胸に抱きとめる。


「……ちょっ、洋人くん？」


　顔を胸に押しあてられてさすがに苦しかったのか、腕うでの中、尚哉が身をよじる。


「ごめん。もちょっとだけ、このままでいさせて」


　だが洋人は腕の力を緩ゆるめることができない。


　頰に流れてしまった涙なみだを、どうしてもみられたくなかったから……。


「……なんか、俺って情けないなぁ」


「どうして？」


「もっとシャンとして、尚哉を安心させられるようになりたいって思ってたはずなのに、情けないトコばっかりみせてんだもんよ」


「情けなくなんかないよ」


「そっかぁ？」


「そうだよ。悩まない人なんかいないんだから……。ぼくなんて、一回悩み始めるとひとりじゃ浮ふ上じようすることもできなくて、いつもいつも美香に背中押してもらってたのに、洋人くんはひとりで悩んでひとりで答えを見つけてきたじゃない。──情けなくなんかない。ぼくからみれば格好いいよ」


　抱きしめられたまま、尚哉は洋人を励はげまそうとして一いつ生しよう懸けん命めいになって力説する。


「尚哉はホント甘いよなぁ」


「こういうの嫌い？」


「んにゃ、甘やかされるのは好きだなぁ」


　相手によるけど、と付け加えると、腕の中の尚哉がまたジタバタと身をよじる。


「そう思うんなら、いい加減離はなして」


「なんで？」


「もっと甘やかしてあげるから」


「いいよ。遠えん慮りよする」


「………そう？」


　尚哉は、いきなり洋人の背中に爪つめをたてた。


「ツっ」


　行こう為いの最中ならば甘い痛みだったりするのだが、不意打ちでやられるとけっこう効く。


　思わず腕の力を緩めた隙すきに、洋人は尚哉に逃にげられてしまった。


「脱だつ出しゆつ成功」


　腕の中から逃げた尚哉は、得意そうな顔で洋人を見上げたが、洋人の顔をみて表情を一変させた。


「……ひろとくん？」


「ほらな？　情けないだろ？」


　戸と惑まどったような顔で見上げてくる尚哉に、洋人は自じ嘲ちよう気味な笑え顔がおを向ける。


「……情けなくなんかない……。洋人くんは、どんなときでも男前だよ」


　尚哉の腕が伸のびてきて、抱き寄せられる。


　頰ほおに当てられた唇くちびるがくすぐったかった。


「尚哉はホント甘いな」


「甘いのは好きなんだよね。もっと味見してみる？」


「ん」


　ほころんだ尚哉の唇に誘さそわれるまま、キスを落とす。


「……っん……」


　ベッドに倒たおれ込み、微かにしょっぱくて、でもなによりも甘いキスを何度も何度も味わった。


「……あまいし、きれいだ」


　触さわり心ごこ地ちのいい肌はだに触ふれ、さっき自分がつけたばかりの赤い印を、ひとつひとつ確かめるようにゆっくりと唇でなぞっていく。


「…っあ……、ひろとく……ん…」


　さっき一戦交えたばかりで、身体からだの熱が冷めきっていなかったのだろう。


　かるい愛あい撫ぶだけで、尚哉は目元を快感で赤く染めた。


「…やっ……、も……いいから……」


　焦じれたように自分から足を上げて誘ってくる。


「ヘーキ？」


「ん」


　誘われるまま、足を抱かかえ上げた。


「……っあ……んんっ」


　充じゆう分ぶんに潤うるおっていた尚哉の身体は、すんなりと洋人を迎むかえ入れた。


「あ……っふ……あっ……」


　深く身を沈しずめ、何度か揺ゆさぶり上げる。


　尚哉の腕が洋人を求めるように上がってきた。


「……ふ、ひろと……っん……」


　身体を密着させると、尚哉は首に腕を巻きつけてくる。


「……ん……」


　誘うようにふるえている唇に深く口づけ、舌を引き寄せて軽く甘あま嚙がみする。


「っ……んん……」


　敏びん感かんな恋こい人びとの身体は、その刺し激げきにピクンと反応しキュンと締しめつけてくる。


「……ツっ」


（ホント、あまいな）


　唇も、身体も、心も、どこもかしこも甘い。


　こんなに甘いんじゃ、心まで虫歯になるかもしれない。


　ふと、洋人はそんなことを考える。


　そんなことになったら、尚哉はどう思うだろう？


　自分のせいだと、自分自身を責めるんじゃないだろうか。


（そりゃまずいよな）


　だからといって、甘やかしてもらえなくなるのは寂さびしい。


　心が虫歯にならないためにも、もっともっと心を強化しなくちゃいけない。


　いつか、甘やかされながらも、甘やかしてやれるような、強い男になれればと思う。


（でも、今はそれどころじゃねーし）


　いつかかなえたい願いより、今、目の前にある甘い誘ゆう惑わくのほうが強い。


　問題を棚たな上あげした洋人は、腕の中で甘い香かおりを放っている恋人を激しく貪むさぼった。





★







　洋人が、今後の仕事について才籐に相談できたのは、才籐を秘書代わりにしてこき使っていた一生が、日本での仕事を終えて帰っていったあとだった。


　やっとマネージャーの仕事に専念できると喜ぶ才籐に、洋人はこれからの仕事の方向性について自分の希望を話した。


　自分は才籐が望むような方向でメジャーになりたくない。


　お茶の間アイドル的なニッコリ笑うだけの仕事や、話題性を目的としたインタビュー的な仕事には一いつ切さい興味を惹ひかれないから……。


　これからは、自分的にやり甲が斐いのある仕事だけを選せん択たくしていきたいんだと、洋人が真しん剣けんに訴うつたえると、一生からある程度のことを聞いていたらしい才籐は、酷ひどく残念そうだったが、それでも了りよう解かいしたと深くうなずいてくれた。


　ただし、仕事を受ける受けないの最終判断は洋人に任せるが、マネージメントは今まで通り自分がやるという。


　洋人がモデルの仕事に本気になったのなら、モデルの仕事だけに専念させてやりたいからと……。


　やりたい仕事のためならオーディションだって受けると一生に宣言した洋人だったが、当分はその機会がないことを才籐に知らされた。


　例のＣＭのシリーズの延長が決まっただけじゃなく、ぜひ『ヒロト』を使いたいと同社の他製品のＣＭの依い頼らいもきているのだという。


　さらに、もう一つ、一生が置きみやげとして残していった仕事もあった。


　今回帰国してまで、一生が全面的にバックアップしているデザイナーズブランドのイメージモデルの仕事だった。


　そんなこんなで『ヒロト』は当分の間、苦労せずにやり甲斐のある仕事にありつけそうな勢いだった。








「それ、男女差別じゃねーの？」


「確かにね……」


　細かい仕事を受けなくなったぶんだけ時間に余よ裕ゆうができた洋人は、終しゆう了りよう間ま際ぎわの香久山歯科医院の待合室にいた。


　最後の患かん者じやはとっくに帰ったのだが、尚哉は診しん察さつ室でカルテをみているらしく出てこない。


　これ幸いと、洋人はパンフレットをみながら山下と真剣な顔で相談していた。


「いつかは改正されるでしょうけど、ここ一、二年でどうこうってことはまずないと思うわよ」


　二人が真剣に見つめているのは歯科の専門学校のパンフレットだ。


「だから、歯科衛生士は諦あきらめて、現実的なのはこっちの歯科技工士のコースね」


「む～、そっかぁ」


「でもねぇ、わたしは、やっぱり四年生の大学にいったほうがいいと思うけど？」


「そっかなぁ」


「そうよ。尚哉と一いつ緒しよにいたいって気持ちはわかるけど、歯科関係の資格とるのって現実的じゃなさ過ぎるのよね。──高校卒業したら、もっと本格的にモデルやるんでしょ？」


「そだけどさ。でも、ほら、なんだかんだいって十年後とかに、モデルの仕事が取れなくなったときの予防策として、資格はあったほうがいいんじゃねーかなって」


「干されるってことはないと思うけどなぁ」


「俺もそう思いたいけどさぁ。でも、ほら、念のため」


「ずいぶん弱気」


「弱気じゃねーよ」


　尚哉と一緒に生きていくためにできることは、可能なかぎりやっておきたかった。


　ずっと一緒にいようなんて、口約束をするだけじゃなく、現実にどうやったらずっと一緒にいられるのか、その道を模も索さくする努力を惜おしまずにいたいと思うから。


「慎しん重ちようで、堅けん実じつなんだって」


「現実的じゃないけどね」


　俺もちょっとは成長したんじゃないかと洋人は思っていたのだが、山下は苦く笑しようしている。


「考えがあますぎるって？」


「うん。でもまぁ、気持ちはわかるし、尚哉の友達としては嬉うれしいかも……。現実的に考えると、歯科用の医い療りよう事務の資格だけはとっといてくれるとかなりありがたいかな」


「なんで？」


「あたし、いずれ産休取るかもしれないでしょ？　そんときのために」


「そっか、俺がここ座るわけな」


「一日働くのは無理でしょ。モデルの仕事があるんだから……。だからね、その場合は、派は遣けんとかで臨時の医療事務を雇やとうことになると思うわけよ」


「へえ」


「で、尚哉のことだから、絶対に人見知りするでしょ？」


「……そっかぁ？」


「そうよ。その時にね、洋人くんがいうわけ『俺がやってやろうか？』って……。そしたら、さすがの尚哉も、洋人くんに迷めい惑わくかけられないって一念発起して頑がん張ばるでしょ」


「美香ねーさん、それ、前提が釈しやく然ぜんとしないんだけど……」


　人見知りが激しいのだと、以前に尚哉本人から聞いたことがあったが、そんな問題になるほどだとは洋人には思えない。


　疑わしげに山下をみると、山下は人差し指を小刻みに動かしてチッチッチッと舌を鳴らした。


「甘いわね。洋人くんの前じゃそういうトコみせないようにしてるだけよ」


「そうなん？」


「そうよ」


「そっかなぁ？」


「そうだってば」


「ん～、でもさぁ──」


　見解の相そう違いから会話が平行線を辿たどり始めたとき、診察室のドアがひらいた。


「あれ、洋人くん、きてたんだ」


「ん、まぁね。──お疲つかれさま」


「ありがと」


　洋人が尚哉の視線を引き受けている間に、山下がささっとパンフレットを隠かくす。


　とりあえず、今の段階では、この話は尚哉には内ない緒しよなのだ。


　モデルの仕事を真剣にやるといった以上、そっちが忙いそがしくなれば資格どころじゃなくなるし、洋人にどこまでも甘い尚哉に相談したところで、あまり現実的な意見は返ってこないような気がするから。


「二人して、熱心になんの話をしてたの？」


「ん？　あ、あのさ……」


「結けつ婚こん式の話よ」


　洋人がいいよどんでいると、山下が助け船を出す。


「衣い装しようが決まったのよね？」


「あ、ん、そう。決まったんだよ」


「美香が着るドレスのこと？」


「バカね、違ちがうわよ。尚哉が着る衣装のことよ」


「ぼく？　え、でも、結婚式用のスーツなら持ってるけど、それじゃ駄だ目めなわけ？」


「駄目よ、ね？」


「ん、駄目なんだって。で、俺が調達してくることになったから、楽しみにしとけよな」


「え、でも……」


「洋人くんが、今度イメージモデルになることが決まったニューブランドのスーツなんだって。ステキでしょ」


「……素す敵てきだけどさ、でもなんでそれ着なきゃならないの？　普ふ通つうのじゃ駄目なわけ？」


「駄目に決まってるでしょ。尚哉が自分で選んだスーツなんか、どうせダサダサで地味なのに決まってるんだから。一生に一度になる予定の結婚式なんだから、精せい一いつ杯ぱいめかし込んでもらわなきゃね」


「…………なんでぼくが？」


「あたしが自じ慢まんしたいからに決まってるでしょ？」


　自分の衣装より招待客の衣装に情熱を燃やす常識はずれの花はな嫁よめに、尚哉は頭を抱かかえた。


「尚哉、そんな悩なやまなくてもいーじゃんか」


　尚哉と違って、見せ物扱あつかいされることに一向に頓とん着ちやくしない洋人は、そんな尚哉をみて苦笑していた。


「すっげー尚哉に似合いそうなスーツなんだぜ。これっきゃないって感じ」


「洋人くん──」


「実は、俺が買うことも決まってんだ」


「え、ほんとに？」


「ん。尚哉にプレゼント。──着てみせてくんねぇかな？」


　ニッと笑いかけられて、尚哉の気持ちはぐらりと揺ゆらぐ。


「……そういうことなら」


「やり。──さんきゅ」


　飛び上がって喜んだ洋人が、ギュッと抱だきついてくる。


　こんなに喜んでくれるなら、少しの間見せ物になってもいいか。


　恋こい人びとに甘い尚哉が流されかけたとき、視界の端はしをこそこそと移動する影かげがみえた。


「美香、どうしたの？」


　両りよう腕うでで洋人を押しのけて、ロッカールームへ入ろうとしている山下を呼び止める。


「え、あ、邪じや魔まそうだから、先に帰ろっかなぁって……」


「あ、そう。じゃ、さっさと帰って」


　どうせデジカメを用意するつもりだったんだろうと睨にらむと、図星だったらしい山下は「ケチ」と呟つぶやきながらロッカールームへ消えた。


「そういえば、式の当日、洋人くん仕事は？」


　自分で追い出した以上、今日の後片づけはひとりでやらなきゃならない。


　尚哉が診しん察さつ室に向かうと、洋人も跡あとを追ってくる。


「入ってたけど、平日に振ふり替かえてもらった」


「いいの？」


「ん。美香ねーさんの結婚式に出るためなら、半日ぐらい学校休んだってヘーキだし。──それにさぁ」


「なに？」


「予定をずらしたら、逆に感謝されちまって、けっこー複雑」


「感謝って？」


「平日の午後からの撮さつ影えいってのが好評だったんだ。……つまりさぁ、休日出勤が中止になったって喜んでんだ」


　仕事が入れば休日だろうと仕事をするのは当たり前の業界なのだが、それでもやっぱり喜んで休日出勤している訳ではなかったのだろう。


「考えたこともなかったけどさ、俺ひとりの都合で、今までずっとみんなに休日出勤させてたんだよなぁ」


　恋人や家族が休みの日に働かせていたのかと思うと、少しばかり気が咎とがめる。


（俺だったら、きっとすげーふてくされるよな）


　仕事だから絶対にサボったりはしないが、それでも尚哉と過ごすはずの時間を他ほかの誰だれかの都合で奪うばわれたら絶対におもしろくない。


　カメラを向けられていない時にまで、笑っていられる自信はなかった。


「やっぱ、も少し仕事の時間帯を考え直した方がいいのかもな」


「そんなの気にしなくてもいいと思うよ」


　独り言のつもりで小さく呟いた洋人の言葉に、尚哉は強い調子で応じた。


「そっか？」


「うん。洋人くんの仕事ぶりに充じゆう分ぶん満足してたから、今までだって休日出勤してくれてたんだと思うし……。それに、プロになるっていっても、高校卒業するまでは学業を優先するってことになってるんでしょう？」


「ん。まぁ、そーだけど……。でも、俺って学校にいても居い眠ねむりばっかしてっからさ……。それだったら仕事したほうがいいんじゃねーかなって」


「そんなの駄目だよ。──そりゃ仕事は大切だけど、仕事はこの先何年もやれるよね。でも高校生でいられるのは今年一年だけなんだから、そっちを優先した方がいいよ」


「居眠りしてても？」


「うん。それだって、いずれいい思い出になるし」


「そっかな？」


「そうだよ」


　少しムキになったような口調と表情で、尚哉が頷うなずきながら断言する。


（ほんと、あまいよな）


　盲もう目もく的な愛情ですべてのものから守ろうとしてくれているみたいだと思う。


「じゃ、お言葉にあまえてそういうことにしとこっかな」


　自分に甘い恋人を腕うでの中に抱き寄せて洋人がうなずくと、嬉うれしそうにほころんだ甘い唇くちびるがご褒ほう美びとして与あたえられた。




意地悪なご一同様










「わりぃ。遅おそくなっちまった」


「そんなに焦あせらなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。時間なら、まだ充じゆう分ぶんにあるし……」


　山やま下したの結けつ婚こん式当日。


　大きな袋ふくろをかかえた洋ひろ人とが、尚なお哉やの部屋に飛び込んでくる。


「なにか、トラブルでもあったの？」


「ん。それがさ、美み香かねーさんのために注文してた薔ば薇らが店に入荷してなくってさ。しょうがねぇから、双ふた子ごのねーちゃんたちと花屋に電話しまくって、あちこちから必要な分だけかき集めてたんだ」


「そんなことまでさせちゃったんだ。……ごめんね」


「美香ねーさんの着付けとメイクをやるっていい出したの、俺らのほうなんだから気にすんなって」


　そもそものきっかけは、洋人が尚哉のための結婚式用の服探しを双子に相談したことだった。


　その結婚式の花はな嫁よめが、尚哉の親友で洋人とも気安くしている相手だと話した途と端たん、


「花嫁さんのメイクしたぁ～い！」


「ウェディングドレスに触さわりたぁ～い！」


　と、双子が騒さわぎ出した。


　困った洋人が山下に話を持ちかけたら、プロのスタイリストとメイクアップアーティストに面めん倒どうみて貰もらえるなんて素す敵てきだと乗り気になってくれて、数度の打ち合わせの末、式当日をむかえたのだった。


「そんでもって、これ。──ちゃんとサイズに合わせてもらってきたから」


　テーブルの上においた袋から洋人がとりだしたのは、尚哉が今日着る予定のスーツだったりなんかする。


「え？　これ？」


　洋人からハンガーごと手て渡わたされたスーツをみて、尚哉はすごく嫌いやな予感がした。


　淡あわいピーチベージュのダブルのスーツだが、通常のものより襟えりが大きく、合わせの位置が妙みように上だ。


「シャツとネクタイは？」


「なし。それ一枚で着る奴やつだし。その代わり、このスカーフをタイ風にアレンジしろってさ。亜あ矢やねーちゃんに教わってきた」


　ぜってー似合うぜ、と、細いストライプ柄がらの薄うすいスカーフをひらひらさせて、洋人がにっと笑う。


（に、似合うっていわれても……。派は手ですぎるよ～）


　尚哉は焦った。


　洋人が衣い装しようを調達してくるという話を聞いたときから、嫌な予感はしていたのだ。


「それ、立場上まずいって」


「なんで？」


「なんでって、ぼく、これでも一応、花嫁の雇こ用よう主ぬしだよ。あんまりチャラチャラした格好でいくわけにはいかないし」


「花嫁が絶対これにしてっつったんだぜ。これ着てかないと式場には入れないって美香ねーさんいってたし」


「…………」


（美香のやつ～）


　自分の結婚式だからといって、好き勝手し放題だ。


　尚哉が嫌がるのを承知で選んでいるあたり、たちがわるい。


　かといって、洋人を責める気にはなれなかった。


　モデルとして最新モード系の服を着慣れている洋人は、こういう奇き抜ばつなスーツもさほど違い和わ感かんを感じないのだろうから。


　こんなことなら、もっと早くにどんな服なのかを確かく認にんしとけばよかったと、尚哉は深く後こう悔かいした。


「わかった。着るよ。──で、洋人くんは、どんなスーツを着るの？」


　もはや騒いでも手て遅おくれだと観念した尚哉が聞くと、洋人は袋からもう一着のスーツを取り出した。


「俺も美香ねーさんのご希望に従って、これ」


　シルバーグレーのソフトスーツだった。


　麻あさに似た、光こう沢たくのある布地が風変わりではあるが、取り立てて変わったところのない常識的なデザインだ。


　尚哉は拍ひよう子し抜ぬけして、次ついでむっとふくれた。


「ずるい」


「へ？　なんで？」


「ぼくのに比べると全然普ふ通つうじゃない。美香、洋人くんにこそ、お洒落しやれしてほしかったんじゃなかったっけ？」


「あ、それね。俺もこんなんでいーのかって聞いたんだけどさ──」


　山下曰いわく、


『こういうシンプルなのを着て格かつ好こいいのが本物なの。でも尚哉は普通のスーツ着ちゃうと目立たなくなっちゃうから、少々奇抜な衣装を着せちゃおう』なのだそうだ。


「ひっどいなぁ……」


　派手で人目を惹ひく顔立ちの洋人と違ちがって、尚哉はそつなく整っているものの、純和風で取り立てて特とく徴ちようのない顔をしている。


　だからといって、わざわざ目立つように仕組む必要がどこにあるんだろう？


　自分のことはさておいて、招待客が目立つようにと画策する花嫁の心境が、尚哉は理解できなかった。


「まあまあ、一生に一度のことなんだし、つき合ってやろうって」


　軽く膨ふくらんだ尚哉の頰ほおを指先でつついてから、洋人はまた袋の中に手を入れた。


「今度はなに？」


　もの凄すごく嫌な予感がする。


「ん、これ？　亜あ希きねーちゃんから、商売道具を預かってきてんだ」


「え？」


「一週間も前から教わってたんだぜ。安心してまかせなって」


　洋人がテーブルの上に並べたのは、数種類の整せい髪はつ剤ざいらしきものと、化け粧しよう品ひんの数々。


「………髪かみはともかく、メイクだけは勘かん弁べんして」


「大丈夫。わかんないようにすっから。ちょっと眉まゆを揃そろえて、目元にシャドウ入れて、軽くリップ塗ぬる程度だからヘーキヘーキ」


　後ずさって逃にげようとする尚哉を、洋人が腕うでを伸のばして捕つかまえる。


「平気じゃないって……。洋人くんと違って、ぼく、そういうの慣れてないんだから、気になってしょっちゅう顔に触っちゃうかもしれないし」


　そのせいでメイクをしてることがばれたりしたら、非常に気まずい。


「じゃ、そーならねぇように、俺が尚哉の手を押さえててやっからさ」


　な？　と宥なだめるように尚哉の耳元に洋人が唇くちびるを押しあててくる。


「そんなの、余計にまずいよ」


　ここで流されたら、絶対にヤバイ。


　尚哉は、軽くのけぞって洋人の唇から逃のがれた。


「なんといわれても、絶対メイクは嫌だから」


「いーじゃん。メイクぐらい」


「ぐらいじゃないって……」


　尚哉は、宥めようとする洋人の腕の中でジタバタと抵てい抗こうし続けた。








「間に合うかな」


　結局、最後の最後まで嫌だと言い張った尚哉が勝利して、眉を整えただけでメイクはせずにすんだ。


　だが、そんないざこざで時間を使ったものだから思いっきり身み支じ度たくが遅おくれてしまい、タクシーの中で赤信号のたびに時計をみる羽は目めになっていた。


　結けつ婚こん式の会場になっているホテルに到とう着ちやくしたのは式開始の五分前で、二人はギリギリでホテル内のチャペルに駆かけ込み最後列の席に滑すべり込む。


　結婚式には親しん戚せきとごく身近な人達しか呼んでいないといっていたが、それでもほぼ満席の状態だった。


「間に合ったけど、ここじゃ美香ねーさんの晴れ姿がよくみえねーじゃんか。──尚哉がだだこねるから」


　からかう口調で洋人がいう。


「洋人くんの諦あきらめが悪いのが原因だよ」


　わざと唇を尖とがらせて尚哉は応じた。


「走ったから、髪、乱れてない？」


　いつもは寝ね癖ぐせを直すことしかしないだけに、ワックスで軽くウェーブをつけられた髪が気になってしかたない。


「大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんとしてるって」


　尚哉がちょいちょいと指先で髪をつまんでいると、洋人が腕をつかんでとめる。


「式、始まるぜ」


　ハンドベルの透とう明めいな音色がチャペル内に響ひびき渡わたったのが、式開始の合図だった。


　チャペル後方の扉とびらから、花嫁が父親に手を引かれて入ってくる。


「すご、別人みたいだ。……きれい」


　純白のマーメイドスタイルのウエディングドレスを着た幼なじみの晴れ姿に、尚哉は思わず呟つぶやいた。


　やわらかな雰ふん囲い気きでアップされた髪には、まるでティアラのようにアレンジされた、オレンジ色の小さな薔薇が綺き麗れいに飾かざられていた。


　同じ薔ば薇らでつくられたブーケに、同系色のルージュ。


　爽さわやかな雰囲気に仕上がっていて、山下によく似合っている。


　パイプオルガンの音色が響く中、バージンロードを歩く花嫁は、扉付近にいた二人をみつけるとこっそりとウインクを送ってきた。


「朝っぱらから苦労して薔薇をかき集めた甲か斐いがあったな」


　洋人が嬉うれしそうに小さく囁ささやく。


　式は滞とどこおりなく進んでいった。


　いつもはハキハキとしゃべるのに、誓ちかいの言葉をいう山下の声がうわずったように震ふるえていて、尚哉はドキドキした。


「どうしたんだろ？　緊きん張ちようしてるのかな」


　最後列からでは祭さい壇だんは離はなれすぎていて、花嫁の表情がみえない。


　心配になって軽く背伸びして祭壇をみる尚哉に、


「緊張してるっつーより、感動してんじゃねーの？」


　一生に一度のことだし、と洋人が囁く。


「そっか……。そうだよね」


　もしかしたら涙なみだをこらえてるのかもしれない。


　そう思うと、大切な幼なじみのことだけに尚哉の胸も熱くなる。


「いじっちゃ駄だ目めだって」


　にじみかけた涙を押さえようとしてあげた手を、勘かん違ちがいした洋人がつかんでとめた。


（遅れてきて、よかったかも……）


　最後列だけにみる人はいない。


　尚哉は、洋人の手を握にぎりかえして、その肩かたでこっそり涙を拭ふいた。








　結婚式が終わり披ひ露ろう宴えんが始まるまでの空き時間、尚哉達は結婚式場の裏手にある庭にきていた。


　いったんは披露宴会場に入ったのだ。


　だが、自分の服装が気になってしかたない尚哉は、みんなが珍めずらしげに自分をみているように感じて小さくなってしまっていた。


　そんな尚哉をみかねた洋人が、人ひと気けのないこの庭まで引っ張ってきてくれたのだった。


　日差しを避よけ、木こ陰かげになっているベンチを探して腰こし掛かける。


「ねぇ、やっぱり、これ変じゃない？　スピーチも頼たのまれてるし、普通の礼服のほうがいいんじゃないかな。今からでもホテルに頼めば、レンタルの礼服貸してくれるだろうし」


「大丈夫だって。全然変じゃねーよ。すげー似合ってるからさ」


　往おう生じよう際ぎわ悪くぶつぶついう尚哉を、洋人が宥める。


「だって、みんなジロジロみてた」


「そりゃ尚哉が綺麗だからに決まってるじゃんか。だろ？」


「だろ、っていわれても……」


　そう思ってくれるのは洋人だけなんじゃないだろうか？


　恋こい人びととして恋れん愛あい感情のフィルターがかかった目でみるからそう思うだけで、なんの関係もない他人がみたらやっぱり変に決まってる。


「ぼくは洋人くんとは違うんだから……。そんなことな……い…」


（──あ、そっか。そういうこと……）


「？　どした？」


　不意に黙だまり込んでしまった尚哉の顔を、心配そうに洋人が覗のぞき込む。


「そうなんだよ。ぼくってば、バカみたい」


「なにが、そうなんだって？」


「洋人くんのせいなんだ」


「おれぇ？」


「うん。──洋人くんと一いつ緒しよにいたから、ぼくまでジロジロみられちゃってただけだったんだよ」


　山下がいった通り、シンプルなスーツを着ていても、洋人は凄く格好よかった。


　むしろ、似たようなスーツを着た人の中にいると、日本人離ばなれしたその身長とスタイルが余計に引き立つ。


　ジッとしていても浮うき上がってみえてしまうのに、モデルとして自然に身についている立ち居振ふる舞まいが、人の目を惹ひきつけてこれまた目立つ。


　モデルとして常に人目に晒さらされている洋人は、いくら他人に見られても慣れっこになっているから、きっと気にもならないのだろう。


　だが、慣れていない尚哉にとっては洋人に向かう視線のおこぼれに与あずかるだけでも、充じゆう分ぶん気になってしかたなかったのだ。


　実際は、洋人だけじゃなく尚哉自身も、その繊せん細さいに整った外見で充分に人目を惹ひいていたのだが、そんなことあるはずがないと思いこんでいる尚哉は自分勝手にそう結論づけた。


（ちょっと自意識過か剰じようだったな）


　ホッとしながら苦く笑しようする。


「なんかよくわかんねーけど、機き嫌げんなおった？」


「うん。でもやっぱりこの服はなぁ……」


「だから、似合うって」


「それは洋人くんだから、そう思ってくれるだけだって……。ぼくが洋人くんぐらいの年ねん齢れいだったら、まだこれでもいいのかもしれないけど……。あ、そうだ」


「今度はなに？」


「シャツとネクタイ貸してくれない？」


「……サイズが違うっしょ？」


「上だけだったらなんとかなるよ。袖そでまくればいいんだし」


「じゃ、俺は？」


「素す肌はだにスーツ。充分格かつ好こいいよ」


「冗じよう談だん。そういうデザインじゃねーんだから、勘弁して」


「そういわないでお願いだから、ね？」


　尚哉が、洋人のネクタイの結び目に指をかけ、クイッと引っ張る。


　だが、軽く緩ゆるめたところで、洋人の手に押さえられ止められた。


「ちょい、積極的すぎねー？」


　洋人に耳元で囁かれ、はたと状じよう況きようを客観的に把は握あくした尚哉は真っ赤になった。


「あ、そうだね……」


　いくら裏庭で人気がないとはいえ、気が緩みすぎた。


「尚哉さ、もしかして浮かれてんじゃねぇの？」


「それは……そうかもね。美香の結婚式だし」


　尚哉にとっては、洋人の次に大切な存在の一大イベントなのだから浮かれてしまうのも無理はない。


「あ、じゃあ、遅おくれると悪いし、そろそろ会場に戻もどろうか」


　正気に返ると、結婚式にもギリギリだったのに披露宴にまで遅れるわけにはいかないと、今度は時間が気にかかってきた。


「服はそのままでいいわけ？」


「うん。仕方ないし……」


「──そわそわしちゃって……。落ち着くおまじないしてやろっか？」


「おまじない？」


「ん、そ」


　洋人の腕に肩を引き寄せられたかと思うと、頰に唇が触ふれる。


「ちょっ……。積極的すぎるっていったの洋人くんじゃないの？」


　尚哉は頰を押さえ、キョロキョロと周囲を見回した。


「ヘーキヘーキ。誰だれもみてねぇって」


「え、でも……」


「いっから、腕、俺の肩にまわして……」


　洋人がまた唇を寄せてくる。


「っ……」


　拒こばんだほうがいいと思うのに、顎あごに洋人の指がかかると、条件反射で目を閉じてしまっている。


　唇が微かすかに触れ合ったその瞬しゆん間かん、


「きゃ……っ！」


　バキッと木の枝が折れる音がした。


　驚おどろいた尚哉が音のするほうを見ると、正面の植え込みから、よく似た顔の女性が二人、転がり出てくる。


「いった～い、もう」


「バカね。あんたが押すから悪いのよ。いいトコだったのにぃ」


「しょうがないでしょ。葉っぱが邪じや魔まだったんだもん」


　すっくと立ち上がっていい争う二人は、顔はそっくりだが身長が頭ひとつ分違ちがう。


（もしかして……）


「亜希さんと、亜矢さん？」


　尚哉が聞くと、二人はギョッとしたように尚哉をみた。


「あら、ご、ごめんなさい」


「覗く気じゃなかったんだけど……ねぇ？」


「そうそう。散歩してたら、聞き覚えのある洋人の声が聞こえてきたから、ついつい……」


「ほんとに覗く気はなかったのよ」


　慌あわてるあたり、非常に疑わしい。


　しかも無罪を訴うつたえるかのように大振りなジェスチャーを繰くり出している亜矢の手には、見覚えのあるデジカメが握られていて……。


「そのデジカメ、美香のじゃ……」


　思わず尚哉がそう呟つぶやいたら、双ふた子ごはあからさまにギョッとした。


　さらに、尚哉の肩を抱だいていた洋人の腕も、ギョッとしたように一瞬震ふるえる。


「…………洋人くん？」


　なにか変だ。


　鈍にぶい尚哉もさすがにそう思い、洋人の腕から逃のがれてすっくと立ち上がる。


　その途端、見覚えのあるオレンジ色が正面の植え込みの隙すき間まから覗いた。


「美香？」


　声をかけると、ひょこっと植え込みの向こう側から山下が顔を出す。


「ああ、ばれちゃった」


「ばれちゃったって……。主役が、こんなトコでなにしてるわけ？」


「記念の写真をちょっと」


「記念って……」


　いったいどうなってるんだろう？


　あまりのことに絶句する尚哉を後しり目めに、三人は植え込みを挟はさんでデジカメの画像に見入っている。


「撮とれた？」


「微び妙みようなトコで未み遂すい。もうちょっとだったんだけど」


「あ、ほんと」


「でもほら、これはいい感じよ」


「ネクタイ、外そうとしてるとこ」


「うんうん。この嬉しげな洋人くんの表情がやらしげでいい感じ～」


　どうやら、三人は同じ目的のために、いつの間にか意気投合していたらしい。


　女三人寄れば姦かしましいというが、まったくその通りだ。


　きゃいきゃい騒ぐ三人をみていたら、尚哉は徐じよ々じよにむかついてきた。


　他人を喜ばせるために洋人と一緒にいるわけじゃない。


（人を見せ物もの扱あつかいして……）


「美香！」


　キレた尚哉は三人に負けないぐらいに大きな声を出した。


「なによ」


「今日はなんの日？」


「なんの日って、あたしの結けつ婚こん式よ」


「だよね？　なのに、なにやってんの？　式の最中、感動して涙ぐんでたくせに」


「涙ぐむ？　誰が？」


「美香がだよ。声、震えてたじゃない」


「あ、あれぇ？」


　山下はぷっと吹ふきだした。


「あれは笑ってただけ……。だって、あの人ってば緊張してガタガタ震えてるんだもん。おっかしくって」


「………あ、そう」


　もらい泣きして損した。


　どうやら、この幼なじみの性格を把握しきれていなかったようだと、尚哉はがくっとうなだれる。


「もうわかったから、さっさと控ひかえ室に戻りなよ。親おや御ごさんが心配して捜さがしてるんじゃない？」


「そうね。──でもさ、その前に、記念撮さつ影えいを一枚だけ」


「そんなの披露宴会場ででも撮れるだろ」


「無理よ。だって尚哉、人前でキスするの嫌いやでしょ？」


「……ここでだって嫌だよ」


　ね、と洋人に視線を向ける。


「いや、俺は別に……」


　洋人は慌てて視線をそらした。


「洋人くんは平気だって」


　山下が得意げにいう。


「…………もしかして、洋人くんもグル？」


　聞くと、視線をそらしたままで、洋人が気まずそうにへへっと笑う。


「いや、だってさ。せっかくドレスアップしてるんだし、記念に一枚ぐらいいいかな～って思ってさ」


「よくないよ！」


　この裏庭に連れてこられたことも計画のうちだったのかもしれない。


　でなきゃ、こんなに都合よく山下達が盗とう撮さつしようと待ちかまえてなんかいられないから。


「ぼく、先に会場に戻ってるから……」


　怒いかりのあまり声が低くなる。


「あ、尚哉ぁ？　ちょっと……」


　歩き出した尚哉を、洋人が抱き留めようとしたが、「式場にいる間は触さわらないで」とキッと睨にらんで撃げき退たいした。


「やだ、尚哉ってば。こんなことぐらいでそんなに怒おこらないでよ」


　ウエディングドレスのスカートをつまんで山下が追いかけてくる。


　尚哉は立ち止まって、彼女を振ふり返った。


「ごめん。ぼく、美香達に比べると心狭せまいみたい。──今日のスピーチ、覚かく悟ごしといてね」


　意識して意地悪～く微笑ほほえむと、山下の顔色が変わる。


　尚哉は、くるりときびすを返して歩き出した。


「やだっ。ちょっとそれは駄目、まずいって。尚哉？　尚哉ってば！」


「わり、もうぜってーしねーからさ。──なおやぁ」


　追いかけてくる二人の気配を背中に感じる。


（もうちょっとだけ……）


　怒ってはいるが、だからといって、この二人を困らせたり、悲しませたりするようなことが実際にはやれるはずもない。


　それでも、意地悪な演技をもうちょっと続けるつもりだった。


　でないと、この先も、一方的に自分だけが負け続けることになりそうだから……。


（ああ、良いい天気）


　空を見上げて、こっそり深呼吸する。


　安心して怒れる相手がいることの幸せを、尚哉は心から実感していた。




意い地じ悪わるなゆうわく





黒くろ崎さきあつし
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